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ユ
ス
ト
ク
ス

・
メ

i
ザ

iω
攻
治
崎
溺
心
に
つ
い
て

、
・・2a
，e，F 

j本

主主
〆守、．

部

ド
イ
ツ
史
的
革
史
沿
よ
び
文
相
学
史
の
う
え
に
ユ
ス
ト
ウ
ス
・
メ
1
ザ
1
2
C
4
2
Z
3
0
3
H
4凶
φ
l弓
記
〉
の
占
む
る
宮
廷
性
は
、

あ
ら
た
め

て
論
守
ず
る
辛
抱
で
も
な
い
。
そ
心
散
文
集
「
受
図
的
幻
想
」
や
若
き
ゲ
1
一
ア
に
な
よ
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
は
、
ゲ
ー
テ
自
身
心
「
詩
と
員
賞
」

註
1

日
下
不
朽
の
叙
述
を
興
え
て
い
る
。
ロ
マ
ン
主
一
一
誌
の
搭
佐
期
に
特
同
時
な
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
る
ヘ
ル
ダ
I
編
「
ド
イ
ツ
の
特
性
な
よ
び
週
一
術
に

註
2

つ
い
て
）
（
一
七
七
一
一
一
年
）
の
な
か
に
も
メ
i
ザ
l
の
「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
一
の
序
文
が
な
さ
め
ら
れ
て
い
た
υ

ま
た
古
ド
イ
ツ
法
の
研
究

メ
l
ザ
ー
の
識
見
は
す
で
に
ヤ
i
コ
ヅ
＠
グ
リ
ム
の
高
く
評
慣
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
去
の
の
ち
メ

1
ザ
ー
に
附
附
す
る
研
究
は

に
つ
い
て
も
、

前
世
紀
心
中
葉
か
ら
衣
第
に
市
川
叫
ん
と
な
り
、
る
る
い
は
隠
史
法
事
派
の
鼻
耐
と
し
て
、
あ
る
い
は
経
済
史
ゆ
創
始
者
と
し
て
、
ま
た
プ
ロ
イ
セ

ン
農
業
改
革
の
父
と
し
て
喧
侍
さ
れ
た
が
、

一
九
二

0
年
代
か
ら
、
特
に
か
れ
の
図
家
・
枇
合
・
歴
史
観
と
砕
家
主
義
と
。
聞
係
や
例
性
等
霊

の
立
場
な
H

乙
を
中
心
と
し
て
、
多
く
の
研
究
が
護
表
さ
れ
た
。
ハ
ン
ス
・
パ

l
ロ
ン

D

「
精
神
史
的
主
義
に
九
掛
け
る
ユ
ス
ト
す
ス
・
メ
i
ザ
i

の
個
性
原
理
」
〈
一
九
二
四
年
）
、

ヘ
ル
ツ
レ
の
「
ユ
ス
ト
ウ
ス
＠
メ
i
ザ
ー
ヲ
国
家
な
よ
び
自
由
翻
一
ハ
一
九
二
六
年
ゴ

1
0
「
ユ
ス
ト
ウ
サ
よ
メ
i
ザ
l
の
臆
史
観
と
十
八
世
記
ド
イ
ツ
文
庫
ナ
と
の
連
関
」
（
一
九
二
七
年
）
な

εは
そ
の
例
で
あ
り
、
な
れ
p

ル
L
Y〈
マ

シ
ュ
ア
フ
ァ

γ
ス
キ

イ
ネ
ッ
ケ
は
「
陸
史
主
読
の
愛
生
」
（
一
九
三
九
年
）
白
な
か
で
、
レ
ッ
シ
シ
グ
、
ヴ
ィ
シ
ケ
ル
マ
ン
、
ヘ
ル
ダ
i
、
ゲ
l

一
ア
な
ど
と
と
も
に
メ

註
3

1
ザ
ー
を
い
わ
ゆ
る
「
ド
イ
ツ
運
動
」
の
指
導
的
人
物
の
一
人
と
し
て
、
き
わ
め
て
重
く
取
扱
っ
た
ο
わ
一
下
闘
で
は
千
代
間
謙
一
釈
授
の
一
「
砕
家

ユ
久
ト
ゥ
ス
・
メ
l
ザ
ー
の
政
治
的
関
心
r
h

づ
い
て

ブし
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ユ
入
ト
ゥ
ス
・
メ

l
ザ

1
0
政
治
的
関
心
に
つ
い
て

。

史
撃
の
研
究
」
（
昭
二

O
、
三
省
堂
刊
）
に
な
い
℃
、
史
皐
史
の
観
拙
か
ら
、
民
く
且
ワ
深
い
研
究
に
も
と
e

つ
い
て

に
富
む
叙
越
が
輿
え

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
メ
l
ザ
l
の
政
情
的
関
心
、
と
り
む
け
ド
イ
ツ
の
政
治
的
統
一
に
・
た
い
す
る
か
れ
の
詰
皮
に
ワ
い
て
は
研
究
文

詫
4

献
が
意
外
に
少
な
い
よ
う
に
息
む
れ
る
ο
こ
う
し
た
問
題
を
比
較
的
詳
細
に
扱
っ
た
も
心
と
し
て
、
ク
ラ
ッ
セ
ン
の
「
ユ
ス
ト
ウ
ス
＠
メ
l
ザ

詫
5

1
」
（
一
九
三
六
年
）
が
あ
り
、
他
に
も
少
数
の
ひ
と
叶
副
次
的
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
も
、
そ
こ
に
は
ず
で
に
い
ち
じ
る
し
い
見
解
の
相

遣
が
見
出
さ
れ
る
Q

エ
ア
リ
ス

ω者
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
代
の
ド
イ
ツ
政
治
思
想
史
ー
」
ハ
一
九
一
一
一
六
年
）
は
、
枇
命
日
経
済
史
的
考
察
と
川
山
梨
史
的
の
そ
れ
と
ど
有
機

的
に
結
合
し
よ
う
と
し
た
労
作
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
か
れ
は
そ
の
な
か
で
メ
l
ザ
ー
を
十
八
世
記
ド
イ
ツ
に
絞
り
る
、
さ
む
め
て
興
味
ゐ
る

人
物
と
し
て
攻
扱
っ
た
Q

そ
の
ば
あ
い
ヱ
ブ
リ
ス
は
、

メ
i
ザ
ー
が
「
同
時
代
の
ひ
と
び
と
を
ド
イ
ツ
史
の
研
究
に
向
わ
せ
る
と
と
に
よ
ヲ

て
、
統
一
一
事
業
の
達
成
に
欠
ぐ
ぺ
か
ら
ざ
る
強
い
閤
民
的
自
莞
を
よ
び
沿
こ
す
こ
と
に
助
力
し
た
一
事
置
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ヂ
、

エ
ア
リ
ノ
ス
応
よ
れ
ば
、

メ
ー
ザ
1
自
身
は
一
個
の
金
、
き
八
万
立
主
義
者
で
あ
っ
た
と
断
定
さ
れ
る
ο

す
な
む
ち
「
メ
l
ザ

ー
が
一
歴
史
記
述
広
白
j
k
さ
さ
げ
た
と
き
、
か
れ
が
、
ド
イ
ツ
見
で
は
な
く
し
て
、
自
分
の
生
地
オ
又
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
ー

l
lそ
れ
は
聞
批
判
凶
五
千

方
？
イ
ル
、
人
口
な
よ
そ
ご
一
五
、

0
0
0
で
あ
っ
た
1
1
1
の
歴
史
を
蓄
と
う
と
し
た
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
政
情
の
特
質
ど
き

P
め
て
よ
く
表
む

す
も
の
で
あ
つ
に
。
あ
た
か
も
山
口
同
時
そ
の
地
は
イ
ギ
リ
ス

O

一
王
放
の
統
治
下
に
あ
っ
た
。
メ
ー
ザ
ー
に
と
っ
て
、
政
府
的
陀
統
一
さ
れ
た
ド

イ
ケ
な
ど
と
い
う
理
念
は
、
か
れ
が
恥
蔑
し

τ
い
た
貧
血
的
普
通
化
（
川
E
m
w
O
戸
山
口
問
自
白
色
目
的
見
山

C
E）
の
一
つ
と
思
わ
れ
た
こ
と
で
あ
る
う
。

ド
イ
ツ
に
九
掛
け
る
保
守
的
精
耐
の
ひ
と
び
と
に
統
一
岡
家
公

gM山
富
仏
問
。
片
町
）
を
採
用
さ
せ
る
た
め
に
は
、
外
部
か
ら
心
大
公
な
刺
戟
が
必

要
だ
っ
た
ο
こ
の
四
一
念
は
、
と
の
の
ち
も
な
判
明
久
し
く
自
由
主
義
の
ひ
と
び
と
に
よ
っ
て
宣
布
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
保
守
主
義
者
た
ち
に

と
ワ
て
は
、
そ
れ
は
患
に
革
命
的
な
中
央
集
催
、
主
義
を
ド
イ
ツ
の
賦
態
に
趨
用
し
よ
う
と
す
る
危
険
な
も
の
と
し
か
思
か
れ
な
か
っ
た
」
と
し

詫

e

う
の
で
あ
る
む
こ
う
し
て
ヱ
ア
リ
ス
は
、
ド
イ
ツ
問
題
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
メ
I
ザ
ー
を
典
型
的
な
保
守
主
農
者
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
の
政
治



的
統
一
と
い
う
よ
う
な
こ
と
に
は
耳
を
か
そ
’
コ
と
し
な
い
分
立
主
義
（
℃
同
誌
の
ロ
H
R
U
B
V
の
信
奉
者
で
あ
っ
た
と
比
久
の
で
あ
る
o

ち

な

み

に
、
ゲ
i

一
ア
も
「
詩
と
員
賞
」
の
な
か
で
、
メ
i
ザ
ー
が
文
化
的
見
地
か
ら
ド
イ
ツ
の
小
邦
分
立
の
状
想
主
是
認
し
て
い
た
と
し
て
、
つ
ぎ
り

よ
う
に
越
ぺ
て
い
る
Q

「
一
普
通
、
猫
抱
一
ー
か
闘
は
．
そ
の
万
一
裂
、
無
ー
は
府
状
態
、
鵠
力
を
非
難
せ
ら
れ
る
目
、
メ

i
ザ
i
の
見
地
か
ら
す
る
と
、

多
数
U

小
邦
の
一
的
立
こ
り
て
‘
川
別
的
に
槌
々
雑
多
の
諸
州
り
伏
置
状
況
か
ら
人
J

一や
F

心
一
胡
河
川
に
従
ハ
J

て
．
文
化
ど
流
布
す
ろ
の
に
最
も
川
町
都
合
な

も
の
と
忠
わ
れ
た
」
と
よ
小
牧
怯
え
博
七
一
品
、
岩
民
文
店
に
よ
る

i
iた
だ
メ
l
ゼ
ル
を
メ
l
ザ

1
じ
み
の
ら
た
め
た
）

と
こ
る
が
ヘ
ル
ツ
レ
は
．
さ
き
に
あ
げ
た
「
ユ
ス
ト
ウ
ス
φ

メ
i
ザ

I
の
凶
日
プ
ふ
な
よ
び
自
由
説
一
白
な
か
で
、
ご
く
市
箪
に
で
は
あ
る
司
、

と
れ
と
金
く
反
針
。
比
併
を
と
っ
て
い
る
υ

そ
れ
に
よ
る
と
、
な
る
ほ
ど
メ
i
ザ
ー
は
、
山
口
同
時
。
多
く
の
ひ
と
び
と
と

に
、
ド
イ
ツ
に
む

け
る
闘
員
的
関
心
心
欠
如
乞
明
瞭
に
認
め
て
い
た
。
ま
た
か
れ
は
営
時
の
ド
イ
ツ
帝
国
（
問
。
山
口
ど
に
た
い
し
て
は
ほ
と
ん
ど
明
泊
す
る
と
こ

る
予
な
か
ツ
た
ο
し
か
し
な
が
ら
、
と
に
か
く
メ
l
ザ
ー
は
「
ド
イ
ツ
・
ナ
ツ
イ
オ
l
γ
の
大
い
な
る
国
家
一
に
か
ん
す
る
間
芯
九
年
金
く
看
過

す
る
に
は
、
あ
ま
り
に
も
図
民
的
吉
良

τ
g］
）
に
思
考
し
て
い
た
）
し
、
ま
た
「
ド
イ
ツ
栴
軍
と
関
税
同
盟
と
の

大
商
業
国
家
を
考
え
て
い
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
類
す
る
見
解
は
、
。
へ

l
タ
i
セ
ン
の
「
ド
イ
ツ
の
γ

キ
ア
ヴ
ェ
リ
と
し
て
の
ユ
ス

心
も
と
に
な
け
る

ト
ウ
ス
＠
メ
i
ザ
i
」
（
一
九
四

O
年
）
に
も
見
ら
れ
、
一
愛
倒
的
幻
想
」
の
な
か
の
所
論
に
も
と
イ
い
て
、
メ
ie
ザ
ー
は
（
ド
イ
ツ
心
統
一
し

註
S

た
ば
あ
い
の
封
外
政
策
的
な
い
ろ
い
る
の
可
能
怯
」
に
つ
い
℃
想
い
を
必
ぐ
ら
し
℃
い
た
、
と
主
張
さ
れ
る
じ
プ
ラ
イ
ヘ
ク
ー
も
（
ド
イ
ツ
偉

人
体
’
一
二
九
三
五
年
）
の
な
か
で
、
フ
リ
i
ド
リ
ヒ
大
王
に
た
い
す
る
メ

i
ザ
l
o
反
封
諭
の
一
日
ど
引
用
し
ヲ
夕
、
（
メ

1
ザ
i
は
睦
史
記

速
に
沿
い
て
統
一
的
問
祭
。
欠
如
を
認
め
た
と
同
様
に
、
か
れ
は
涯
に
ド
イ
ツ
入
が
か
つ
て
一
度
も
共
同
心
偉
大
な
る
行
動
に
同
な
か
れ
J

た
こ

註

9

と
込
「
品
川
叫
憾
に
忠
ハ
J

て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
い
ヴ
ィ
l
グ
ラ
ー
の
「
ド
イ
ツ
文
筆
史
）
も
‘

「
宅
間
的
幻
想
」
の
な
か
か
ら
べ
！
グ
i

h

〕）一と

主
国

に
よ
っ
て
、
ド
イ
ツ
の
諸
俣
段
滑
に
反
封
す
る
も
の
で
あ
る
一
と
断
定
し
た
む
こ
れ
ら

は
い
デ
れ
も
メ
l
ザ
ー
を
ド
イ
ツ
の
統
一
要
望
者
、
あ
る
い
は
少
な
く
と
も
分
立
的
な
領
邦
制
度
へ
の
反
割
論

「メ

i
、
サ
ー
は
過
去
へ
の

同
じ
部
一
分
を
引
用
し
℃
、

も
の
で
ゐ
ツ
て
L

ユ
λ

ト
ゥ
只
・
メ
1
ザ

1
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て
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ユ
ス
ト
ゥ
ュ
・
メ

1
ザ
1
心
政
治
的
関
心
に
つ
い
℃

ア
リ
ス
の
見
解
と
は
相
哀
れ
な
い
も
汁
ノ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
さ
ら
に
？
ィ
、
不
ッ
ケ
は
、
コ
斗
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
、
一

に
つ
い
て
、
「
か

リ
ュ
ッ
ク

れ
は
躍
の
闘
技
皮
＠
国
向
山
内
、
ノ
本
営
の
盟
民
的
割
裁
を
、
す
な
h
M

ち
政
治
的
に
秩
序
づ
け
ら
れ
た
会
川
政
牝
い
ど
見
出
し
た
り
か

オ
ス
ナ
プ詫日

え
て
い
た
の
な
あ
る
」
と
い
っ
て
い
る
し

り
だ
が
、
し
か
し
か
れ
は
ド
イ
ツ
の
国
宗
的
民
政
（

ω詰
込
山
寸
円
以
と
の
こ
と

こ
れ
ま
た
エ
ア
り
ス
の
解
様
と
は
い
ち
じ
る
し
〈
開
発
ろ
も
の
で
あ
る
ο

「
メ

i
ザ
ー
は
プ
官
イ
セ
ン
、

エ
ア
リ
ス
は
ま
た
、

ゐ土

2

帝
政
ド
イ
ツ
と
い
う
よ
う
な
も
心
を
夢
想
だ
に
し
庁
、
ゃ
っ
た
」
と
も
書
い
℃
い
る

f
J
ヘ
ル
ツ
レ
に
よ
れ
ば
、
メ

i
ザ

i
は
プ
口
イ
セ
ン

ω興

に
ち
叩
け
る

隆
之
江
向
〈
、
許
慢
し
、
こ
れ
が
ド
イ
ツ
全
休
に
た
い
し
℃
も
つ
べ
き
設
設
玄
認
の
て
い
た
の
で
あ
っ
て
‘
「
こ
う
し
て
、
こ
の
広
一
九
九
月
。

l
ザ

1
1
1
t小
林
）
任
一
内
心
で
は
一
段
と
犬
ぎ
な
ド
イ
ツ
的
期
待
を
こ
の
プ
ロ
イ
セ
ン
に
か
け
て
い
た
と
い
う
こ
と

が
ち
で
あ
お
。
官
、
際
ま
た
か
れ
は
か

↑ιト
U

接
さ
れ
る
の
で
わ
る
Q

こ

〆摘、

メ

弘

司

♂

戸

喝

J

S

F

」

け

H
E

、
？
！
カ
Jua
↑！

主;J-i

プ
官
イ
セ
ン
の
名
容
を
詠
じ
一
右
く
し
て
世
そ
去
っ
た
ト
マ
入
＠
ア
プ
ト

O
友
人
な
も
あ
ジ
た
一
と
主

の
飴
地
（
川
一
仔
伝
ず
る
よ
フ
に
忠
わ
れ
る
Q

し
か

も
メ
｝
ザ
ー
の

的
同
仰
心
。
研
先
は
、
ゃ
れ
の
一
接
見
上
札
業
践
を
正
し
く

よ
う
に
し
て
メ

i
ザ

1
0
政
治
的
関
心
に
つ
い
て
は
、
な
ゐる

た
め
に
も
欠
ぐ
乙
と
の
な
き
な
い
も
心
で
あ
る
。
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ユ
門
凶
ロ
向
日
目
汁
ド
片
品
叶
山
口
N
山
℃
山
口

回巾一一口白一関内岬山田円相帥ぬ巾帥
n
z
n
M己目口町田川口門司自白
g
H
S一口ぬ（同・
N
－－切
a・3
6）・

出
0
5
3
H
V
H
H戸
m門
戸
田
区

Z
2
c
σ
由
吋
∞

g
田
仲
ロ
ロ
仏
司
円
巾
同
町
四
回
汁
（
凹
凶

aJhz印
可
C
｝
円
片
山
斤
ロ
ロ
己
の
冊
目
n
v間口町回同
9
3・
∞
お
岡
田
ロ
由
甲
州
一
ア
の
・
口
同
口
広
民
的

6

云
宮
冊
吋
聞
の
同
m
n
F
M
n
z
g丘
町
田
叩
印
ロ
ロ
ぬ
回
目

N
口
師
同
日
目
白
口
げ
回
目
ぬ

a
R

山由民押印口町由口問、四円四一司白
J

門
戸
『
島
出
血
同
∞
・
】
白
宮
門
回
同
日
ロ
門
同
日
門
同
国
（
何
ロ
U
F
O吋向。ロ
4

切仏恥小山
γγ
内四日
ponH内9
回付吋－

hH）向。間口円四件。
Fロ
ロ
岡
山
内
山
田
出
目
白
仲
G
江
田
百
戸
曲
、

岡、∞即日一丘一－

4 

巧
0
4
片
岡
通
関
田
口
田
宗
い
巧
長
官
四

n
Z
E
Dぬ
仏
印
円
仏
巾
戸
仲
田
口
v
g
k山口町－

r］μ
E
p
m
z
m印
m
n
E口
富
山
口
町
時
開
口
時
三
口
昨
日
戸
口
ぬ
（
窓
口
5
v
g
］唱

h
F

叩
）
円
い
比
較
的
に
詳
し
く
メ

l
ザ
1
わ
い
論
じ
日
し
い
る
が
‘
ド
イ
吋
ノ

ρ
以

治
的
統
一
に
た
い
す
る
強
度
に
は
鈎
れ
て
い
な
い
l
o

岡山目白前回目ロ
a

同
w

’
H
H己伊丹ロ回
V
向土田叩円・

k
F
円
FMN・
日
間

usa－O同可。一日昨日口弘、吋
F
u
c
m宮
山
口
の
白
円
門
出
回
口
可

P
O
E

M
4
3
喧
件
。
］
∞
一
円
U
4

闘い恥切出
U
J
肝・

出向
MHN日
目
、
コ
4
・

HM巾仲間吋
m回出
HMa
出・日高－

HHHHm件
ロ
曲
戸
向
。
田
町
♂
仏
印
円
仏
巾
β

け
帥
口
町
四
り
お
田
口
町
山
l

！

白4
由
ロ
（
阿
）
凸
ロ
仲
間
出
口
町
巾
河
口
ロ
円
凶
印
口
町
田
口
、
関
門
凶
・
凶
岳
山
）
、
］
F

良一．

同v
目
白
山
己
主
巧
・
日
古
田
宮
田
宮
富
良
（
U
Z
の吋
O
B
S
り
由
良
印
n
z
p）・

5 6 7 8 9 
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出
4
印・

者一
Mmm
－mア
H
Y
H

の
g
n
v・
a・
P
E
R
F
E
S
S
E吋・
3
2・
H

・
8
M－

呂
町
山
口

mnwp
阿
曽
間
宮
・

u
k
r
E
P
崎信・

時
間
岳
民
団
、
同
由
∞
民
・

メ
ー
ザ
ー
は
下
ザ
ク
セ
ン
の
オ
ス
ナ
プ
ロ
ユ
ツ
ク
市
に
生
れ
、
七
四
年
に
わ
た
る
生
涯
白
大
部
分
を
と
の
措
土
に
な
く
っ
た
。
す
で
に
ゲ
1

テ
が
「
詩
と
異
質
」
の
な
か
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
岡
市
は
か
つ
て
ハ
シ
ザ
同
盟
に
属
し
て
盛
ん
に
商
業
的
活
動
を
し
た
時
代
も
あ
っ
た

が
、
そ
の
の
ち
次
第
に
海
上
貿
易
か
ら
遠
ざ
け
ら
れ
た
。
ヵ

I
ル
・
ブ
ラ
シ
デ
ィ
D
記
す
と
こ
ろ
広
よ
る
と
、
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
町
は
プ

－
フ
ン
デ
ィ
の
少
年
時
代
ま
で
は
ま
だ
全
市
ほ
と
ん

E
城
壁
に
か
こ
ま
れ
．
居
住
民
は
主
と
し
て
農
耕
市
民
（
〉
の

w
qゲ
ロ
門
官
与
で
あ
担
、
か
た

陸
1

わ
ら
種
々

D
職
惑
に
従
事
し
、
商
業
は
わ
や
ノ
か
な
役
割
し
か
演
じ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
G

オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
司
較
領
は
、
こ
う
し
た
オ
ス

ナ
プ

P
ュ
ッ
ク
市
を
中
心
と
す
る
小
地
域
で
、
面
積
な
よ
そ
四
五
千
万
マ
イ
ル
、
人
口
一
一
一
五
、

ooobL有
す
る
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
．
ウ

品
ス
ト
フ
ァ

I
レ
シ
僚
約
こ
の
か
た
ド
イ
ツ
帝
国
内
の
領
邦
と
し
て
滴
立
闘
家
的
な
樺
能
を
保
持
し
て
い
た
。
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
市
だ
け
の

人
口
は
一
七
七
三
年
に
な
い
て
も
六

O
O
O
に
す
ぎ
歩
、
し
か
も
癖
護
士
の
教
は
三
・
三
人
D
多
き
に
上
っ
て
い
た
。
マ
イ
ネ
ッ
ク
が
指
摘
し

τ

い
る
よ
う
に
、

ζ

D
鍵
護
士
唐
は
嘗
時
D
新
興
勢
力
と
し
て
吐
舎
的
地
位
も
上
昇
。
一
建
を
た
ど
り
生
活
は
ゆ
た
か
に
、
文
佑
的
関
心
も
強

同
社
宮

く
、
ド
イ
ツ
思
想
史
の
上
に
少
な
か
ら
ぬ
佼
割
を
演
じ
た
白
で
あ
る
が
、
メ
1
ザ
ー
も
ま
た
そ
う
し
た
階
居
に
属
し
て
い
た
G

一
七
回
O
年
郷
土
の
ギ
ュ
ム
ナ
l
ジ
ウ
ム
を
出
た
メ
I
ザ
1
は
イ
ェ

l
ナ
犬
墜
に
入
り
、
四
二
年
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
巴
輔
じ
、
法
律
を
熱
心

に
肇
ん
だ
。
ゐ
白
あ
い
だ
に
歴
史
の
講
義
を
も
聞
き
、
か
た
わ
ら
文
壊
を
愛
好
し
て
み
や
ノ
か
ら
作
詩
に
興
じ
た
り
し
て
い
る
。
か
れ
の
父
は
官

房
主
事
や
宗
務
局
長
の
要
職
に
あ
り
、
組
父
も
市
長
を
勤
め
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
か
れ
白
家
は
ホ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
名
門
に
屈
す
る
。
そ
う

ユ
ス
ト
h
y

ス
・
メ
ー
ザ
1
の
政
治
的
関
心
に
ワ
い
て
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品
ス
ト
ゥ
ス
＠
メ
l
ザ
ー
の
政
治
的
協
心
に
づ
い
て

以

し
に
関
係
か
ら
と
閉
山
わ
れ
る
が
、
メ
ー
ザ
ー
は
卒
業
の
少
し
前
に
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
騎
士
階
税
ハ
俗
人
的
、
王
国
）
秘
書
ハ

ω各
門
丘
町
仏
時

ハ
円
山
片
付
常
門
的
の
町
内
氏
。
に
任
ぜ
ら
れ
、
四
三
年
間
ず
絞
り
弘
出
る
と
、
同
郷
し
て
笠
際
に
騎
士
階
訟
の
権
利
擁
護
に
わ
た
る
と
と
も
に
、
一
清
誌
士
を
開
業

し
て
市
民
や
農
民
の
法
律
相
談
に
陸
じ
た
。
そ
の
の
ち
、
か
れ
の
同
潟
な
人
格
と
す
ぐ
れ
た
識
見
が
認
め
ら
れ
て
よ
七
四
七
年
に
は
二
七
蔵
の

若

さ

で

包

5
2
2日間
）

mw
丹
江
告
に
任
ぜ
ら
れ
、
他
の
二
人
の

土
と
と
も
に
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
公
的
な
訴
訟
事
件
に
あ
た
る
こ
と
と

利
局
さ
れ
、
小
郊
の

なれ
J

た
。
七
年
戟
府
ず
の
勃
務
以
来
こ

ο地
方
は
、
あ
る
と
き
は
ず
ロ
イ
セ
ン
半
、
ま
た
あ
る
と
き
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＠
フ
ラ
ン
ス
側
の
陣
皆

κ

る
に
は
非
常
な
苦
心
乞
裂
し
た
。
し
か
も
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
は

で
安
全
を
確

一
也
ー
の
こ
ろ
の

官〉

結

日
木
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
ブ
口
テ
ス
タ
シ
tp
雨
派
か
ら
交
す
一
広
司
殺
そ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
。
つ
ロ
テ
ス
グ
ン
ト
は
プ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ワ
イ

グ
＠
リ
ツ
ュ

l
ネ
プ
ル
ク
家
が
代
々
と
れ
に

て
い
た
心
で
あ
る
が
、
あ
た
か
も
こ
の
戟
宇
の
さ
な
か
に
一
七
六
一

万
ト
リ
J

ッ
ク
の
司
教

が
苅
去
し
、
新
司
駁
を
プ
ロ
テ
ス
タ
ジ
ト
仰
か

以
ば
な
ら
な
か
ク
た
。
こ
う
し
て
イ
ギ
リ
ス
王
ジ
ョ
ー
ジ
一
一
一
世
の
第
二
王
子
が

や
か
七
カ
月
で
一
七
六
四
年
忙
オ
ス
ナ
ブ

F
Z
ッ
グ
司
品
川
と
な
る
の
で
あ
る
材
、
そ
の
交
渉
の
た
め
に
メ

1
ザ
ー
は
六

九
翠
年
ー
に
か
け

て
ロ
シ
ド
ン
に
八
カ

、
よ
く
伎

し
℃

ハJ
た
の
で
あ
ハ
J

た
。
こ
の

一
王
子
は
幼
少
で
る
う
た
心
で
、
イ
キ
バ
ソ
ス
ヱ
」
が
後

、
メ

I
ザ
ー
は

て
唱
さ
ら
に
一

見
と
～
な
り
、
政
治
は
ハ
ノ
l
ヴ
ァ

1
（
ハ
ノ

l
フ
ェ
ル
〉
の
一
一
人
心
事
蔀
官
に
委
任
さ

七
六
八
年
に
は
一
止
式
に

と
し
て
あ
ち
ゅ
あ
部
v

摂
を
政
府
に

二、
J

A

刊
と
。

抑
制
ド

4
1
i
u
d
v
f

こ
う
し
て
メ

I
ザ
l

は
、
家
賃
上
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
〆

ο

し
て
、
残
年
に
い
た
る
ま
で
そ
の
任
乞
全
う
し
た
の
で
ゐ
っ
た
Q

こ
心
よ
う
に
し
て
メ
1
ザ
ー
は
、
他
邦
か
ら
の

も
博
し
て
、
そ
の

ど
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク
に
弐
」
さ
げ
た
の
で
あ
る
か
ら

カゐ
れ

dコ
＊日~

が
か
と
心
け
の
て
深
〈
聞
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

に
了
解
さ
れ
る
と
と
ら
で
あ
お
ω

か
れ
の
改

は
、
元
来

オ
ス
ナ
ア
リ
ュ
ッ
ク
へ
む
愛
右
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
か
れ
J

ハ
一
太
ス
ナ
プ
可
ノ
ユ
ツ
ク

(/) 

に
わ
た
し
の

L
C
呼
ん

で
い
る
と
こ
る
の
も
の
も
、
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

マ
イ
ネ
ッ
ケ
川
崎
一
メ

1
ザ
ー
を
「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
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ツ
グ
の
地
方
的
愛
岡
山
水
」

3
3
2
5耳ロ
ο
5
2
v
o
F
3
E日
℃
忠
円
宮
内
）
と
呼
び
、
こ
う
し
た
地
方
的
愛
国
者
＠
地
方
的
政
治
家
と
し
て
の
経
験

註
4

が
メ
l
ザ
l
の
精
岬
史
的
業
結
に
な
い
で
「
指
導
的
契
機
」
と
な
っ
て
い
た
、
と
主
張
し
て
い
る

οも
、
そ
り
一
払
味
で
首
一
一
目
さ
れ
る
o

組
む
て
メ
I
ザ
ー
が
、

w
Z求
心
地
日
遍
主
義
的
な
抽
象
論
的
な
傾
向
に
た
い
し
て
、
似
性
の
認
識
と
兵
休
的

こ
と
は
、
周
知
の
と
た
り
で
あ
る
o

か
れ
が
謹
術
に
沿
げ
る
多
様
性
を
寧
室
し
、

。
傘
重
と
ど
楳
椋
し
て
い
た

「
地
方
四
性
」
（
F
O｝
内
包
〈
O
円
ロ
ロ
足
。
の
論
を
唱
え
た
の
も
、

こ
う
し
た
立
場
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
っ
た
ο

し
た
が
う
て
メ
l
ザ
ー
は
上
代
ド
イ
ツ
巳
つ
い
て
も
支
族
（

ω
S
5
5）
σ
似
性
に
注
意
し
、
と

り
わ
け
古
ザ
ク
セ
ン
扶
（
サ
グ
ソ
、
不
1
ス
〉
と
ス
エ
I
ウ
ィ
I
践
と

οあ
い
だ
に
大
き
な
品
岳
災
白
存
在
す
る
こ
と
を
力
、
川
し
た
ω

オ
ス
ナ
プ
リ

ユ
ツ
ク
の
特
異
な
政
治
組
蹴
・
枇
命
日
山
川
し
躍
は
、
自
は
に
こ
う
し
た
古
ザ
グ
セ
ン
放
の
特
性
に
由
来
ず
る
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
ろ
り
で
あ
る
。
か

れ
ら
は
、
白
白
と
所
有
権
と
を
守
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
場
合
に
心
み
、
武
器
乞
と
る
。

〈
自
由
と
所
有
様
i
I
1
こ
れ
こ
そ
プ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
l

D

基
本
的
要
求
で
あ
り
、
メ

1
ザ
ー
の
こ
う
し
た
古
一
ザ
グ
セ
ン
挟
叫
に
か
れ
わ
れ
は
か
れ
ペ
フ
ル
ジ
ョ
ワ
＠
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
兄
う
る
こ
と
は
い

う
ま
で
も
な
い
。
）
か
れ
ら
の
統
治
形
式
に
は
、
征
一
眼
精
一
脚
と
い
う
も
の
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
。
さ
ら
に
式

l
ザ
ー
に
よ
る
と
、
ク
ル
ス

キ
I
設
も
ザ
グ
セ
ン
挟
に
き
わ
め
℃
よ
く
似
て
い
る
。
ず
な
む
ち
「
ま
と
ま
っ
た
国
次
組
織
へ
の
憎
悪
（
民
主
的
ぬ
め
ぬ
め
口
氏
忠
ヴ
σ定
足
。
山
由
。
口
。

月
旦
の
宮
〈
ぬ
門
町
内

H目
的
口
口
問
）
と
、
自
由
へ
の
愛
、
な
よ
び
隣
人
と
の
組
合
」
、
こ
れ
日
一
間
扶
を
ひ
と
し
く
吟
性
づ
け
る
「
民
投
的
法
同
一
」
（
ZhH氏。ロ
m
W
H
e

sD）
で
あ
の
J

て
、
そ
の
ゆ
え
に
か
れ
ら
を
「
一
つ
自
民
族
」
守
山
口
〈
♀

5
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
れ
は
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

な
沿
メ
i
ザ
1
は
、
ス
エ

l
ウ
ィ
l
故
が
移
住
地
の
先
住
民
と
た
た
か
う
た
め
に
、
み
や
か
ら
も
定
住
生
括
乞
断
念
し
て
一
大
同
盟
を
結
成

し
た
こ
と
を
述
べ
て
、
「
グ
ル
マ

l
＝
ア
一
と
い
う
名
槌
は
こ
の
ス
エ

1
ウ
ィ
1
挨
の
結
成
し
た
図
案
（
烈
広
島
）
を
指
す
の
で
あ
り
、
「
ゲ
ル
マ

ン
人
」
と
い
う
稿
呼
も
元
来
ス
エ
l
カ
ノ
ィ
l
扶
を
い
う
の
で
あ
る
と
な
し
、
ド
イ
ツ
図
円
余
白
起
原
は
笠
に
こ
の
ス
エ
l
ウ
ィ

1
右
中
心
と
す
る

ラ
ィ
ヒ
に
存
し
た
、
と
主
張
す
る
。
し
か
も
メ
l
ザ
1
0
最
も
愛
好
し
た
も
の
は
、
こ
う
し
た
移
動
的
な
ス
エ
l
ウ
ィ
l
故
で
は
な
く
し
て
、

肝同

pa

定
住
し
て
曲
目
耕
紘
一
活
を
い
と
な
む
古
ザ
グ
セ
ン
挨
で
あ
つ
に
。
こ
こ
に
わ
れ
わ
れ
は
、
メ
l
ザ
ー
に
沿
け
る
支
挟
感
情
Q
X
O
己
5
2ね
え
誌
と

ユ
ス
ト
ゥ
只
・
メ
1
ザ

l
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て

五．
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ユ
ス
ト
ヲ
ス
・
メ
I
ザ
l
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て

-"・ 
ノ＼

と
も
い
う
べ
き
も
の

D
得
在
を
認
め
る
こ
と
況
で
き
よ
う
。

午－
1
H
W
Eロ
品
目
、
内
・
ム
ロ
由
門
戸
田
宮
口
回
四
円
（
同
U
円
四
口
田
曲
目
曲
口

Z
E
V岳
民
口
日
百
円
抽
出
仏
・

抽
出

4

・H
U叫

Mγ
日
明
・

ロ
肉
白
山
同
H
O
n
－
内
由
、
｝
円
、
口
同
戸

3 

同M
］
冊
目
白
丹
市
円
M
M
4
u・

P
向
。
山
口
巾

nr冊
、
｝
ア
∞
叩
q
・

吉
田
吉
田
恒
向
血
目
印
門
白
田

M
5
5
2口
宮
巧
叩
円

EW何
回
門
誌
・

4
・
切
－

F
〉

官

官

ロ

（
回
目
ユ
山
口
・
】

E
U）
温
〈
H
e

同
色
i
H
H
G
・
（
ぐ
巴
・
寝
泊
凶
C
山一

4
u
混
同
・
〉

4 5 

2 こ
の
よ
う
に
し
て
メ
1
ザ
l
沢
郷
土
オ
ス
ナ
プ
リ
品
ツ
ク
の
地
方
的
愛
画
者
で
あ
り
、
ま
た
古
ザ
ク
セ
ン
人
乞
愛
好
す
る
支
践
的
感
情
の
持

主
で
も
あ
っ
た
こ
と
は
事
震
で
あ
る
官
、
し
か
し
な
沼
ら
同
時
む
ま
た
わ
れ
わ
れ
は
、
か
れ
が
若
い
こ
る
か
ら
ド
イ
ツ
史
に
興
味
乞
も
ち
、
ド

イ
ツ
語
。
等
霊
・
純
ル
仙
の
必
要
を
考
え
、

ド
イ
ツ
全
休
の
問
題
に
も
深
い
関
心
を
担
い
で
い
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
る
ま
い
。

一
七
四
二
年
イ

ェ
ー
！
ア
か
ら
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
大
関
ず
に
碍
じ
た
メ
l
ザ
ー
は
翌
年
一
月
か
ら
九
月
卒
業
主
で
同
大
串
内
の
「
ド
イ
ツ
協
曾
」
ハ
ロ

2
3の
7
0

の
？

明。口氏
vq－
片
付
）
に
入
っ
て
い
た
Q

こ
の
事
宜
は
、
む
た
く
し
の
見
た
狭
い
範
囲
の
文
献
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
、
こ
れ
ま
で
比
設
的
に
等
閑
胤
さ
れ

「
メ
ト
ザ
ー
は
ゲ
ッ
テ
イ
ン
ゲ
ン
で
！
！
l
し
か
し
、
そ
れ
も
車
生
ー
時
代
心
う
ち
で
か
れ

て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
か
ん
や
く
ク
ラ
ッ
セ
ン
は
、

が
や
や
頭
向
ど
あ
ら
yp
す
最
後
の
半
年
で
あ
る
1
1
1な
る
ほ
ど
ゴ
ッ
ト
シ
且
ツ
ト
的
精
神
に
な
い
て
設
立
さ
れ
指
導
さ
れ
た
『
ド
イ
ツ
協
舎
』

に
所
属
し
、
同
協
命
日
心
た
め
に
、
営
時
の
流
儀
で
折
に
ふ
れ
て
の
額
詩
を
も
の
し
た
が
、
し
か
し
こ
っ
協
合
に
所
属
す
る
こ
と
は
、
わ
れ
む
れ

の
知
つ
℃
い
る
よ
う
に
、
そ
れ
白
体
と
し
て
－
何
ら
か
の
意
義
ど
有
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
る
、
休
同
を
重
ん
や
ノ
る
あ
ら
ゆ
る
皐
生
、
と
り
わ
け

身
分
。
高
い
皐
坐
に
と
っ
て
自
明
的
な
仕
ぐ
さ
で
あ
っ
た
Q

こ
の
協
曾
に
た
い
し
て
メ
1
ザ

i
f一
熱
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は
、

会
く
い
え
な
い
。
そ
れ
ど
こ
る
か
、
わ
れ
わ
れ
は
か
れ
が
集
会
に
か
な
り
し
ば
し
ば
欠
席
し
て
底
制
さ
れ
仏
ば
な
ら
な
か
う
た
と
い
う
こ
と
を
巧

性
ー

に
す
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
オ
ッ
ト

i
の
「
ゲ
ヲ
ア
ィ
ン
グ
ン
の
ド
イ
ツ
協
合
」
に
よ
る
と
、
普
油
会
員
は
ほ
と
ん
ど
事
生
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で
あ
り
、
卒
業
に
近
。
つ
い
た
灼
早
期
か
に
入
る
も
の
が
多
い
の
で
あ
っ
て
、
在
ゲ
ッ
一
ア
イ
ン
ゲ
ン
曾
員
は
絶
え
や
境
ツ

τゆ
く
の
で
．
一
定
。

詫
2

時
期
に
な
け
Z
合
員
数
は
一

O
人
乃
至
一
二

O
人
に
す
ぎ
一
な
か
っ
た
レ
し
た
が
っ
て
メ
l
ザ
ー
が
最
後
白
早
期
に
入
合
同
し
に
と
と
は
、
必
ボ
し
も

と
の
事
官

C怠
誌
を
小
さ
く
す
る
も
の
で
は
な
恥
ろ
う
。
ま
た
ク
ラ
ッ
セ
ン
は
い
か
に
も
メ
1
ザ
ー
が
単
に
休
田
上
か
ら
、
殊
に
身
分
の
高
い

早
生
に
伍
し
て
入
っ
た
も
の
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
が
、
オ
ッ
ト
ー
に
よ
る
と
、
合
員
た
る
勝
一
d

生
の
犬
部
分
は
紳
開
宇
部
に
即
時
し
て
い
て
、
障
問
崇

や
法
律
専
攻
の
堅
生
は
小
部
分
で
あ
っ
た
か
ら
、
メ
i
ザ
ー
が
渋
科
の
早
生
で
あ
り
な
が
ら
入
合
し
た
こ
と
は
、
的
自
に
値
す
る
と
い
わ
な
a

ば

な
る
ま
い
。
別
し
て
こ
の
合
P

規
約
に
は
「
つ
ね
に
一
言
葉
の
純
粋
性
と
7
1
首
位
と
の
た
め
に
J

労
力
す
ベ
し
。
す
な
わ
ち
軍
に
外
因
語
の
み
に
と

E
ま
ち
ゃ
、
ド
イ
ツ
語
と
い
え
と
も
王
し
か
ら
ざ
る
表
現
持
よ
び
地
方
的
語
法
は
一
切
こ
れ
を
避
く
ぺ
き
も
の
と
す
」
と
あ
り
．
協
合
に
加
入

中也

3

ぜ
ん
と
す
る
も
の
は
、
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
自
作
の
韻
文
あ
る
い
は
散
文
を
呈
示
し
て
呑
定
を
受
け
る
こ
主
に
な
っ
て
い
た
U

こ
う
し
た
性
質
の

協
舎
に
式

I
ザ
i
が
入
合
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
や
は
り
洋
一
目
す
ぺ
き
事
買
で
あ
っ
て
、
ク
ラ
ッ
セ
ン
は
メ

l
dソ
ー
の
出
席
率
の
恐
か
っ
た
こ

と
を
重
繭
む
て
い
る
が
、
オ
ッ
ト

l
は
一
h
o

そ
ら
く
合
議
九
円
わ
ま
り
冗
長
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い

Z
o
た
し
か
に
一
殻
食
員

の
水
準
は
メ
l
ザ
l
の
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
あ
れ
J

た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
お
し
む
た
く
し
は
、
入
合
後
の
こ
と
よ
り
も
、
入
舎
の
事
責
々
の

も
の
の
も
つ
意
義
に
注
意
し
た
い
と
思
う
。

周
知

η
ご
と
く
ド
イ
ツ
の
皐
界
に
な
げ
る
ド
イ
ツ
語
の
使
用
は
、
ト
マ
ジ
ウ
ス
が
一
六
八
七
年
ラ
イ
a

づ
ツ
ィ
ヒ
犬
阜
で
ド
イ
ツ
語
に
よ
る
講

襲
題
目
を
掲
示
し
て
犬
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン
を
ま
き
た
と
し
て
以
来
、
十
八
世
紀
に
入
っ
て
決
第
に
ひ
ろ
く
行

b
れ
、
と
り
わ
け
ず
ォ
ル
フ
の
ド
イ

詫
4

7

ス
コ
ウ
や
ピ
ュ

l
ナ
ウ
の
ド
イ
ツ
・
奥
沢
一
七
二

0
年
代
に
出
て
い

ツ
詩
陀
よ
る
折
口
問
中
全
国
は
非
常
な
質
れ
ゆ
き
を
示
し
た
。
歴
史
書
で
は
、

る
。
定
期
刊
行
物
に
沿
い
て
も
ト
マ
ジ
ウ
ス
が
一
六
八
八
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
月
刊
雑
誌
言
。
ロ
ω－
g
m
g
u門
野
町
め
を
刊
行
し
て
か
ら
、
と
れ

を
模
倣
す
る
も
の
が
槙
出
し
，
さ
ら
に
十
八
世
紀
に
入
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
週
刊
誌
の
影
響
を
受
け
て
一
七
一
一
一
一
年
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
「
盟
性
人
」

ハロ

2
〈ぬ門口
P
D片
付
古
ぬ
）
が
出
た
の
を
は
じ
め
、

一
七
二

0
年
代
に
は
ス
イ
ス
の
ボ

I
ト
7
1
訟
よ
び
プ
ラ
イ
ア
ィ
ン
ガ
ー
の
共
同
編
集
に
よ

ユ
ユ
ト
ゥ
ュ
・
メ

l
ザ
ー
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て

七
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品
ス
ト
ゥ
ス
＠
メ
1
ザ
I
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て

i¥. 

る

（
ワ
甘
口

U
2
3
0
仏

2
E
h
u
rろ
や
有
名
な
ゴ
ッ
ト
シ
エ

ッ
ト
の
「
理
性
的
な
酷
評
女
性
」
（
思

0
4
0
5
g同
門
日
常
ロ
吋
注
目
。
，

コロ門
Mm山
門
戸
）

な
、
ら
び
に

同
出
足
立
E
m
H
M
H
U
m
刊
行
さ
れ
、
ド
イ
ツ
語
の
戸
ノ
オ
ツ
ヘ
ン
シ
ュ
リ
フ
ト
が
時
代
。
寵
見
と
な
っ
て

く
る
口
わ
け
て
も
ゴ
ツ
ト
シ
エ
ッ
ト
が
一
七
一
一
一
一
丁

i
四
四
年
の
あ
い
だ
ラ
イ
ブ
ツ
ィ
ヒ
で
出
し
た
雑
誌

F
Z込
官
日
再
の
ユ
昨
日
ω
岳
露
出
国
R

件。円同町内山
2
・門凶伶口付出向げ
2
M
m
u円
告
げ
♂
句
。
合
同
O
C
D
門
日
間
町
「
ぬ
ハ
山
出
向
日
付
命
日
叶
は
ド
イ
ツ
支
出
品
干
の
控
史
的
研
究
に
大
三
三
ぷ
刺
戟
古
典
え
た
も
の
と
し
て

誌
で
ゴ
ッ
ト
シ
エ
ツ
ト
は
ミ
ル
ト

γ
批
判
な
ど
も
試
み
た
け
れ

E
も
、
と
く
に
か
れ
が
力
を
入
れ
た
の
は
ド
イ
ツ
語
文
献

著
名
で
あ
ぷ
。
と
の

の
研
究
で
あ
ヲ
て
、
真
骨
一
日
や
古
品
川
一
の
古
い
ド
イ
W
／

な
か
ん
γ

小
：
ち
ル
ッ
タ
ー
の
ド
イ
ツ
語
に
た
い
す

回
顧
さ
れ
、
新
し
い
、
ご
と
る

で
は
附
晴
樹
用
語
と
し
て
の
J

ド
イ
ツ
語
の

に
う
い
て
ト
マ
ジ
ウ
ス

た
た
え
ら
れ
為
。

一
七
三
二
年
一
心
同
誌
は
一
フ
イ
ヅ
一
一
ッ
ヅ
の

ち
に
一
七

O
九
年
に

「
ド
イ
ツ
語
の
使
国
烏
よ
び
改
替
に
か
ん
す
る

そ
の
逝
去
の
翌
年
三
七
一
七
年
）
に
秘
書
ニ
ッ
カ
ル
ト
に
よ
り
ラ
テ
ン
語
の
店
名
を
付
け
て
刊
行
さ
れ
℃
い

て
い
る
が
、
と
れ
は
一
フ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
が
一
六
六
九
弘
に
書
い
て
同
九
九
年
さ

た
も

ω
で
あ
ろ
。
こ
う
し
て
ド
イ
ツ

霊
心
館
山
は

ク
ヴ
あ
っ
た
の
マ
あ
っ
て
‘

に
訟
け
る
メ
I
ザ
ー
の
ブ
リ
ー
ド
リ

ヒ
十
八
「
主
に
一
ム
た
い
す
る
反
駁
文
つ
h
a
J
s

ツ
語
な
よ
び
ド
イ
ツ

に
一
り
い
て
一
に

る

は
、
す
く
な
く
と
も
す
で
陀
か
れ
白
六
準
時
代
に

前
十
牙
を
捜
し
て
い
た
と
蒋
う
べ
き
で
あ
る
ゲ
。
践
に
こ
の
一
ん

ル
ミ
i
一
一
ウ
ス
」
の
成
立
を
考
え
る
ば
あ
い
に
、
大
き
な
手
が
か
り
を
具
え
叩
の
よ
う
に
一
応
む
れ
る
。

は
、
メ
i
ザ
i
九九
4

堕
窓
ピ
出
て
六
年
乞
揺
に
一
七
四
九
年
に
作
ハ
J

カ
ー
ル
＠
プ
ラ
ン
デ
ィ
は
、
メ
ー
ザ
ー
が
（
十
八
骨
組
前
地
下
む
忠
語
一
す
な
、
P
ち
一
作
誕
主
誌
の

を
克
服
し
え
た
こ
と
に
あ
や
か
ワ
て
カ

殊
性
へ
の
志
向
い
な
あ
げ
て
い
る
が
、
し
か
し

註
5

そ
う
し
た
志
向
自
体
が
メ
l
ザ
ー
に
沿
い
て
ど
ん
な
過
程
を
と
っ
て
蛮
展
し
て
き
た
か
、
と
い
う
貼
に
は
偶
れ
て
い
な
い
。
ク
一
フ
ツ
セ
シ
は

「
と
の
悲
劇
ハ
ア
ル
ミ

Iι

ウ
ス

l
l小
杯
）
へ
の
本
来
の
契
機
は
、
さ
し
あ
た
り
純
粋
に
女
串
的
心
も
の
で
あ
っ
た
ー
了
と
い
い
、
詩
何
の
取

扱
い
に
た
い
す
る
自
分
の
才
能
配
置
詮
し
て
新
費
あ
る
計
舎
に
認
め
ら
れ
よ
う
と
し
た
も
の
で
、
賞
際
と
の
闘
は
今
イ
1
ン
で
上
損
さ
れ
た
と

一h
史
料
に
よ
る

、
過
ぎ
去
一
？
に
四
宜
へ
、
そ
の
魅
力
あ
る

あ
る
も
の
と
し
て
、
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注
し
、
図
民
的
な
素
材
引
を
と
り
あ
げ
た
の
は
、
ゴ
ッ
ト
シ
エ
ツ
ト
の
一
亦
民
に
よ
る
よ
h
v
も
む
し
ろ
、
若
き
。
ワ
ロ
イ
セ
ン
王
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
ニ
恢

詫
6

の
影
響
に
よ
る
、
と
す
る
。
プ
ラ
イ
ス
タ
ー
も
、

(D 

で
あ
る
が
、

「
突
如
と
し
て
組
先
の
完
治
予
と
心
問
史
家
の

ひ
い
た
の
だ
」
と

る
奇
聞
か
れ
♂
描
く
た
め
に
」
の
み
メ
l
ザ
ー
は
こ
の
作
品
を
手
が
け
た
の

註

r

い
て
い
る
。

な
ろ
ほ
ど
メ
l
ザ

1
は
一
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
一
の
序
文
に
、
「
自
分
の
租
凶
山
保
史
乞
苦
こ
う
と
い
う
計
誌
は
、
わ
た
し
に
は
非
常
に

遅
く
琵
生
し
に
」
と
越
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
「
竹
潟
の
’
一
久
日
ッ
ト
マ
ン
（

roハロ
H
H
5
3
5
は
住
れ
つ
き
そ
う
し
た
伺
勤
LFL
も
っ
て
い
た
ー
一
ょ
う

一
O
才
Q

と
き
に
は
す
で
に
郷
土
史
的
な
も
ゆ
を
い
じ
く
り
は
じ
め
て
い
た
。

註
8

し
た
も
の
を
、
欧
ん
で
か
れ
に
知
ら
せ
た
も
の
だ
ー
一
と
メ
1
γ
ー
は
書
い
て
い
る
c

こ
れ
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
ヌ
i
ザ
I
ω
肝
史
的
同
心
が

に
思
わ
れ
て
、

「
そ
し
て
心
た
し

κ； 、

出
自
分
の

ロ
ッ
ト
マ
ン
の
感
化
を
受
け
て
早
く
か
ら
子
ば
え
て
い
た
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
℃
テ
ラ
イ
入
グ
ー
ペ

一
点
的
ー
な
λ
問
更
の

拍
認
を
志
し
た
「
ア
ル
ミ

I
一
一
ウ
ス
」
の

う
ち
に
、

「
突
如
と
し
て
」

祖
先
心
中
巴
活
♂
メ
ー
ザ
ー
の
興
味
な
ひ
く
に
い
た
っ
た
、

と
記

し
て
い
る
の
は
、
修
正
さ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
れ
fd
ギ
ュ
ム
ナ

i
ジ
ウ
ム
や
犬
阜
で
受
け
た
人
文
主
一
詩
的
・

義
汁
な
教
育
と
丈
壊
し
山
川
町
味

と
白
あ
い
だ
に
も
、
少
年
時
代
こ
の
か
た
の
隠
史
的
興
味
は
底
流
を
な
し
て
存
自
慢
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
殊
に
メ
l
ザ

1
4
オ
ス
ナ
プ
リ

ュ
ッ
ク
に
近
い
ト
イ
ト

1
プ
ル
グ
の
森
の
臨
史
的
人
物
ア
ル
ミ

l
一
一
ウ
ス
右
選
ん
だ
と
い
う
こ
と
は
、
幼
い
と
き
か
ら
か
れ
の
う
ち
に
抱
え
こ

ま
れ
て
い
た
ド
イ
ツ
史
の
怖
承
、

ド
イ
ラ
の
過
去
の
寺
－
が
よ
み
が
え
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
は
な
い
か
Q

い
う
ま
で
も
な
く
ア

ル
ミ
l
一
一
ウ
ス
（
ド
イ
ツ
・
名

l
ヘ
ル
マ
ン
〉
の
葬
い
る
が
ル
マ
シ
人
が
紀
元
後
の
九
年
ロ

1
7
の
一
一
一
軍
図
を
卜
イ
ト

I
プ
ル
ク
の
森
に
破
っ
た

と
と
は
、
人
文
主
義
こ
の
か
た
ド
イ
ツ
に
沿
い
て
民
放
的
感
情
の
高
ま
る
と
き
に
ほ
と
ん
ど
必
ヂ
回
想
さ
れ
る
出
来
主
で
あ
っ
た
。
若
き
ヴ
イ

l
ラ
ン
ト

m－
一
七
五

O
年
に
「
ヘ
ル

7
y
L
h乞
書
い
て
い
る
こ
と
は
、
そ
れ
が
メ
l
ザ
l
の
制
作
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
い
る
だ
け
に
、
興

「
・
お
そ
ら
く
わ
た
し
は
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
観
客
が
ア
ル
ミ

味
ふ
か
い
も
の
予
あ
る
の
メ
ー
ザ
ー
は
「
ア
ル
ミ

l
ニ
ウ
ス
」
の
序
文
の
な
か
に
、

l
E
－
廿
ツ
ス
に
た
い
し
て
は
、
ギ
リ
シ
ア
人
や
ロ

l
y
人
に
た
い
す
る
よ
り
も
一
段
と
好
誌
を
も
っ
と
と
を
期
待
し
え
よ
う
o

け
だ
し
、
自
民
族

ユ
ユ
ト
ゥ
ス
・
メ
l
ザ

I
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て

一九
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ユ
ス
ト
ゥ
ス
＠
メ
1
ザ
ー
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て

回。

於
よ
び

げ
い
名
脅
か
ι

問
問
え
る
よ
う
な
英
推
を
住
み
だ
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
い
L

ず
れ
の
民
族
に
と
ワ
て
も
そ
の
有
す
る
ね
想
的
友
名
審
心

を
よ
る
と
仰
い
そ
る
も
の
だ
か
ら
」
と
書
い
て
い
る
。
ま
た
か
れ
は
ア
ル
ミ
｝
一
」
ウ
ス
を
一
似
闘
鮮
放
者
と
呼
び
そ
の
妻
ト
ウ
ス
、
ネ
ル
グ
心
交
は
つ

血
に
日

1
7
F
ハ
ハ
の
味
方
で
あ
っ
た
と
主
、
そ
し
て
「
ζ

の
父
は
、
ア
ル
ミ

l
z
η
J
ス
が
阻
閣
を
解
放
し
た
と
い
う
忠
由
で
説
躍
を
鎌
惑
し
た
」

「
グ
キ
ト
ウ
ス
は
ド
イ
ツ
人
を
粗
暴
愚
鈍
で
tu
っ
た
と
し
て
い
る
が
、
む
た
し
は
根
按
あ
る

と
も
諮
べ
て
い
る
。
さ
ち
に
メ
I
ザ
ー
は
い
う
、

推
定
に
も
と
づ
い
て
、
必
す
し
も
あ
ら
ゆ
る
ば
あ
い
に
と
う
し
た
見
方
を
採
用
し
な
か
ヲ
た
c」
け
だ
し
、
「
わ
た
し
は
わ
れ
が
れ
の
組
先
日
炉
、

註
9

グ
キ
ト
ウ
ス
一
心
記
誌
を
最
初
に
見
た
ば
あ
い
に
想
保
さ
れ
る
よ
う
な
鈍
物
で
あ
っ
た
と
は
考
え
な
い
」
か
ら
一
マ
あ
る
。
こ
と
に
メ

l
ザ
ー
が

｛
根
強
み
る
推
定
」
と
い
っ
て
い
る
と
と
に
よ
っ
4

て
、
わ
れ
む
れ
は
官
時
す
で
に
か
れ
が
古
代
ゲ
ル
マ

1
ニ
ア
に
闘
す
る
史
料
的
研
究

通
俗
的
な
る

の
自
信
を
も
ク
て
い
た
こ
と
を
知
り
う
る
で
あ
ら
う
。
現
に
か
れ
は
同
年
ラ
一
ア

γ
詩
で
「
古
ゲ
ル
マ
ン
入
た
よ
び
ガ
η
ソ
ア
人
の
一
抑
制
制
的
に
し
て

に
つ
い
て
L
（

U
O
S
F
5授
の
町
内
田

S
C
H
I
C
E
2
Cと
5
2
E
F
g目
。
弘
お
官
官
さ
と
え
匂
心
町
三
日
，
C
と
出
版
す
る
恩
一
究
的
な

メ
ー
ザ
ー
の
い
わ
ゆ
る
一
根
強
あ
る
設
定
」
山
川
、
こ
う
し
た
古
文
献
心
研
究
の
み
に
止

論
文
宏
苦
い
て
い
る
乙
し
か
し
な
が
ら

b
れ
P
れ
は
、

ま
ら
司
ず
、
さ
ら
に
か
れ
が
皐
窓
を
出
て

り
あ
い
だ
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
排
護
士
と
し
て
却
し
く
同
地
方
の
長
一
日
比
接
し
、
そ
の
井
一
F

活
と

品
工
市
川
丸
一

f
f
《

し
た
と
と
右
手
併
せ
含
む
も
の
で
ゐ
告
、
む
し
ろ
技
者
に
霊
知
J

い
わ
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
る
あ
う
。
け
だ
し
、
古
ゲ
ル

マ
l
－
一
ブ
に
ヴ
い
て
グ
キ
ト
ウ
ス
の
記
す
と
こ
ろ
は
こ
の
地
方
の
農
村
に
な
治
譲
綿
と
し
て
停
む
り
存
し
、
ま
た
そ
の
農
民
に
は
記
グ
ル
可
ン

し
℃
わ
れ
わ
れ

mum先
忙
ヲ
い
て
行
。
て
い
お
記
誌
は
、

が
多
分
に
偲
ば
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
「
ア
ル
、
よ
l
一
｝
ウ
ス
」
序
文
の
な
か
に
メ
i
ザ
ー
は
い
う
、
〔
タ
キ
ト
ウ
ス
が
口

1
7
人
と
釘
北

に
い
た
る
ま
で
な
訟

b
m
下
ザ
ク
セ
ン
の
京
日
聞
い
に
あ
て
は
ま
る
。
な
ぜ
な
ら
、

人
区〉

と
の
山
町
民
た
ち
は
二
五
才
以
前
に
結
勝
一
す
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
Q

ハ
中
路
）
か
れ
ち
白
日
間
敷
ハ
出
。
ご
は
、
あ
ま
り
近
く
隣
り
合
っ
て

告リ

閉
山
さ
れ
る
と
と
の
な
い
よ
う
に
、
孤
立
し
て
い
る
。
か
れ
ら
の
畑
は
、
肥
一
次
に
な
る
た
め
一
年
明
治
き
に
休
閑
地
と
さ
れ
る
」
と
Q

ま
た
ロ

I
T

人
の
よ
う
に
共
同
食
卓
に
っ
か
歩
、
め
い
め
い
座
席
を
も
っ
と
と
、
産
児
制
限
の
風
習
一
な
く
、
子
女
の
多
き
を
名
容
と
す
る
こ
と
、
そ
の
他
。
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例
詮
が
あ
げ
ら
れ
る
o

こ
と
に
メ
l
ザ
ー
が
見
出
し
た
下
ザ
グ
セ
シ
地
方
の
農
民
生
活
に
な
げ
る
古
ゲ
ル
γ

ン
文
化
の
連
寵
性
と
そ
、
後
年
の

「
愛
間
的
幻
想
」
の
詩
篇
た
よ
び
「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
を
つ
ら
ぬ
く
根
本
思
想
と
な
る
も
の
で
あ
ワ
て
そ
の
意
味
に
な
い
て
悲
劇
「
ア

ル
ミ

l
一
一
ウ
入
」
の
制
作
は
、
メ
1
ザ
ー
の
精
神
的
殻
展
を
か
え
り
み
る
上
に
最
も
重
要
な
出
来
事
の
一
う
で
あ
っ
た
と
考
う
べ
き
で
あ
る

う
Q

な
な
か
れ
が
こ
の
序
文
で
古
ゲ
ル
マ
ン
入
を
指
し
て
た
だ
「
ド
イ
ツ
人
」
（
巳
な
じ
め
え
2
V
O
H
］
）
と
呼
ん
で
い
る
と
と
も
、

λ
文
主
設
こ
の

駐日川

か
た
の
停
統
に
た
う
も
の
と
し
て
注
目
に
値
し
よ
う
C

さ
ら
に
一
七
五
六
年
“
寸

P

イ
セ
ン
の
詩
人
グ
ラ
イ
ム
あ
て
む
手
紙
に
メ

I
ザ
ー
は
、
先
ざ
ら
ハ
ル
メ

1
シ
ユ
タ
ッ
ト
に
沿
け
る
同
氏
宅
で
語

っ
た
自
分
の
所
賦
す
る
ラ
イ
ン
ポ
ッ
ト
ゆ
フ
ォ
ン
・
ド
l
レ
ン
ハ
問
。
山
口
｝
出
立
〈
O
H
｝
匂

C
2ロ
）
作
の
英
雄
詩
に
ワ
い
て
、
そ
の
日
内
容
を
詳
し
く
書

設
っ
て
い
る
ο
そ
れ
に
よ
る
と
メ
1
ザ
ー
は
自
分
心
「
血
訴
さ
か
ん
な
こ
る
」
に
こ
の
古
L

耐
人
の
も
の
を
編
集
刊
行
し
よ
う
と
や
一
て
、
さ
ら
に

十
五
世
粗
末
に
い
た
る
ド
イ
ツ
詩
人
の
金
作
品
、
ど
出
版
し
よ
う
と
ま
で
考
え
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
メ
i
ザ
ー
は
諸
方
の
図
書
館
に
も

い
ろ
い
る
な
手
一
柄
。
借
覧
に
つ
い
て
許
可
を
え
た
Q

し
か
し
な
一
日
ら
自
分
の
時
間
と
能
力
か
ら
考
え
℃
、
つ
い
陀
こ
の
計
蓄
を

日
間
口

断
念
し
た
の
で
あ
れ
J

た
ι

ク
ラ
ッ
セ
ン
の
メ

I
ザ
l
年
去
に
よ
る
と
、
メ

1
ザ
ー
が
こ
う
し
た
中
高
ド
イ
ツ
語
の
文
車
全
集
を
刊
行
し
よ
う
と

蓮
絡
を
と
り
、

計
茜
し
た
の
は
、

「
ア
ル
ミ

l

一
一
ウ
ス
」
と
同
じ
一
七
四
九
年
ひ
と
と
で
、
と
の
年
に
か
れ
は
ま
た
ゴ
ッ
ト
シ
エ
ッ
ト
の
主
宰
・
す
る

Z
O己主

岡山防法め門出向
ω］
誌
に
上
記
の
ラ
イ
ン
ポ
ッ
ト
＠
フ
ォ
ン
・
ド
1
レ

γ
に
ヲ
い
て
寄
稿
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、

メ
1
ザ
ー
の
ド

イ
ツ
的
関
心
は
、

と
の
閣
の
経
済
的
な
よ
び
批
合
的
役
治
性
に
も
か
か
わ
ら
や
傍
々
に
拾
頭
し
て
き
た
市
民
民
地
の
思
惟
傾
向
を
共
－
躍
と
し
、
少

年
時
代
か
ら
の
隠
史
趣
味
と
墜
生
時
代
に
・
な
げ
る
す
〈
阜
趣
味
な
ら
び
に
ド
イ
ツ
語
盆
室
。

、
さ
ら
に
犬
思
卒
叫
ん
後
日
U

オ
ス
ナ
プ
リ
ス
ツ
グ

農
民
と
の
接
関
な
ど
を
重
要
た
る
契
機
と
し
て
、

一
七
四
九
年
に
令
げ
る
「
ア
ル
ミ

i
一
一
ウ
ス

そ
の
他
の
制
作
沿
よ
ぴ
企
詰
ヘ
ム
｝
笹
口
股
し
て

行
っ
た
も
の
と
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ユ
ユ
ト
ウ
ス
・
メ
1
ザ
l
の
政
治
的
問
心
に
づ
い
て
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ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
メ
l
ザ
1
0
政
治
的
陶
心
に
づ
い
て

四

3 
註
1

岡
山
白
血
曲
。

P
凶
む
？

0
3
0・司・

H
U
S
仏
由
民
仲
間
口
町
田
の
叩
m
w
m
L
】
切
口
町
田
津
山
口
の

O
江戸

HMMN2H
（
｝
叶
一
法

1
i〕
4
由
民
）
・

Y
向
ロ
ロ

nげ
叩
ロ
｛
∞
由
∞
也
∞
∞
山
内
・

〉－

P
（
刊

でユ

1
ナ
ウ
に
づ
い
て
は
史
淵
二
八
斡
、
拙
稿
「
ビ
ュ
l
ナ
ウ
ゆ
「
ド

イ
ザ
帝
闘
史
』
に
づ
い
て
」
参
照
。

切
門
川
山
口
円
山
戸
、
出
∞
・

6 

同
］
出
回
目
。

F
仏
江
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市
同
冊
目
印
門

o
p
閥、山

4
F

当
2
r
p
s
a
〈

R
E
a
p
d
・

〈
向
日
・
巧
巾
品
目
、

M
内－

H
凶
叫
同
町
・

d
－m何日－

g4R何回
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uρ

コ
門
戸
な
お
小
牧
健
宍
博
士
遠
山
内
記
念
論
文
集
「
丈

議
論
孜
」
〈
生
活
紙
、
昭
「
一
一
一
一
年
）
所
誠
拙
稿
「
ヤ
1

口
プ
・
グ
リ
ム
に

お
け
る
色
町
g
g
n討
の
語
義
に
づ
い
て
」
参
照
。

司自吋宮、
M
P
M
C
U同・

7 

2 

8 10 9 
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11 

四

以
上
わ
れ
わ
れ
は
筒
翠
な
九
九
ら
一
七
四
九
年
に
い
た
る
メ
l
ザ
ー
の
精
紳
的
議
展
を
跡
づ
け
て
、
そ
こ
に
ド
イ
ツ
的
関
心
の
生
長
を
認
め
え

た
の
で
あ
る
が
、
と
う
し
た
関
心
は
一
七
五
六
年
以
来
の
第
一
ニ
シ
ュ
レ

1
ジ
エ
シ
戦
争
、
い
わ
ゆ
る
七
年
戦
争
に
よ
っ
て
一
段
と
拍
車
を
か
け

ら
れ
る
の
で
あ
る
o
後
年
メ
l
ザ
i
は
「
ド
イ
ツ
語
治
よ
び
ド
イ
ツ
文
墜
に
つ
い
て
・
一
の
な
か
で
フ
リ
ー
ド
ロ
ノ
ヒ
大
正
に
ょ
う
て
プ
ロ
ィ
セ
ン

の
名
が
高
ま
り
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
ド
イ
ツ
の
原
史
は
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
一
貯
章
一
裂
に
し
て
慣
値
め
る
も
の
と
な
っ
た
、

と
越
べ
て
い
る

し
、
ま
た
「
オ
ス
ナ
プ

P
ユ
？
ク
史
」
白
草
稿
が
と
の
鞍
守
の
さ
な
か
に
、

メ
i
ザ
ー
が
み
A

ス
ナ
ブ
自
ユ
ッ
ク
の
た
め
に
奔
走
し
た
校
行
の
詮

上
で
書
き
は
じ
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
序
文
の
う
ち
に
か
れ
自
身
の
話
懐
す
る
と
と
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
七
年
酷
守
の
影
響
は
や
は
む
拍

車
以
上
に
出
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
の
ち
の
メ
l
ザ
ー
に
む
げ
る
ド
イ
ツ
的
関
心
円
際
化
議
長
は
、
そ
の
根
底
に
沿
い
て
「
ア
ル
ミ
i
一
一

ウ
ス
」
の
序
文
に
見
ら
れ
た
綿
に
そ
っ
て
動
い
て
行
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
第
一
巻
は
一
七
六
五
年
か
ら
印
刷
に
か
か
っ
て
間
六
八
年
に
刊
行
さ
れ
、
第
二
巻
は
一
七
八

O
年
に
よ
う
や
く
出

版
さ
れ
て
い
る
。
「
愛
園
的
幻
想
」
の
第
一
・
お
よ
び
第
二
部
は
一
七
七
四
年
に
公
刊
さ
れ
、
同
七
八
年
に
第
三
部
を
、
八
六
年
に
第
四
部
を
出
し
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て
い
る
が
、
そ
こ
に
沿
さ
め
ら
れ
た
色
と
り

E
り
の
小
篇
は
い
や
れ
も
は
じ
め
っ
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
知
性
誌
（
φ
山口

ω
σ
2岳
山
山
岳
O

H

D
吉
宗
・

ぬ巾ロ
N
立
以
内
円
。
円
）
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
週
刊
誌
は
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
の
人
民
に
た
い
す
る
政
府
の
啓
袈
機
関
と
し
て
一
七
六
太
年
に

メ
ー
ザ
ー
の
首
唱
に
よ
っ
て
創
刊
さ
れ
、

一
七
八
二
年
ま
で
一
六
年
の
長
期
に
わ
た
っ
て
メ

1
ザ
I
自
身
こ
れ

の
任
に
あ
た
っ
て
い

る
。
も
ち
ら
ん
こ
れ
ら
の
詩
篇
を
つ
ら
ぬ
く
メ
I
ザ
1
の
直
接
的
意
闘
は
、
す
で
に
樹
れ
た
よ
う
陀
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
へ
の
郷
土
愛
の
高
揚

で
あ
る
が
、
し
か
じ
そ
白
ば
あ
い
メ
l
ザ
ー
は
結
え
や
ド
イ
ツ
上
代
の
制
度
を
回
顧
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
な
い
コ
「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」

に
い
た
っ
て
は
、
そ
れ
が
草
な
る
郷
土
史
に
と

εま
ら
や
、
ド
イ
ツ
史
全
体
の

に
た
い
し
て
一
犬
革
新
な
も
た
ら
す
抱
負
の
も
と
に
菩
か

れ
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
序
文
に
よ
っ
て
明
ら
か
，
で
あ
る
o

そ
う
し
て
、
こ
の
新
た
た
る

の
根
底
を
な
す
も
の
は
、

ド
イ
ツ
史
心
身
体
、

分
子
が
、
グ
キ
ト
世
ス
そ
の
他
の
ロ
！
？
文
献
に
偲
え
ら
れ
ろ

EH皆
最
民
、
メ
i
ザ
i
の
い
わ

ゆ
る
「
脊
還
の
一
土
地
所
有
者

2
p
m
m
g
o宮
内
法
門
ー
と
い
ハ
正
問
日
付
げ
日
目

q〉
た
る
こ
と
の

ド
イ
ツ
岡
山
山
（
ナ
ツ
イ
オ
i
ン
）
の

（
高
貴
な
、
支
放
的
）
陀
た
い
し
て
使
y
p
れ
て
い
る
こ
と
は
、

で
あ
り
、
と
白
自
白
農
民
ど
主
体
と
す
る
上
代
兵

こ
り
そ
、
ド
イ
ツ
現
時
の
不
振
を
ま
ね
い
た
桜
木
田
川
円
で
あ
る
と
す
る
見
／
川
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ぬ
巾
自
己
ロ
と
い
う
こ
と
ぽ
が
ゆ
門
凶
作
品

凶

O
。へ
i
ジ
、
五
冗
ベ

l
ジ
の
府
例
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る

べ
た
よ
う
に
、
オ
ス
ナ
ブ
リ
ュ
ッ
ク

告I)
rD 

う
Q

し
か
も
こ
れ
ら
の
見
併
は
、

一
七
四
九
年
の

「
ア
ル
ミ

1
2
1サ
ス
い
の
序
文
に
ク
い
て
先
に

農
民
の
う
ち
に
タ
年
ト
？
ス
記
載
の
古
ド
イ
ツ
人
の
妥
を
認
め
え
た
や
れ
き
メ
i
ザ
i
の
知
見
に
、

そ
の
川
市

る
も
の
で
あ
っ
た
G

「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
序
文
に
沿
い
て
メ
i
サ
ー
は
い
う
、
，
わ
た
く
し
の
考
え
み
と
と
ら
に
よ
ろ
と
、

も
し
む
れ
わ
れ
一
小
守
一
迫
の
士
一
地

所
有
者
を
国
民
の
員
心
構
成
要
素
と
し
て
、
そ
の
す
べ
て
の

の
あ
と
乞
た
ど
り
、

か
れ
ら
ど
も
っ
て
身
体
を
形
成
し

こ
の
悶
民
心
大
小

さ
ま
ざ
ま
の
原
人
た
ち
ど
こ
の
身
体

ω菩
認
さ
ま
ざ
ま
の
何
設
事
と
見
な
す
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
の
民
史
は
ふ
一
く
新
ふ
た
’
は
る
方
向
ど
と
る
も
の
と

期
待
さ
れ
る
。
一
そ
う
な
ゐ
と
、
叙
W
J
1

詩
の
も
つ
よ
う
な
統
一
と
迩
行
と
泊
刀
と
ど
こ
白
隠
史
じ
山
県
え
う
る
ば
か
り
で
な
く
、
さ
ら
に
ま
た
ア
P

れ
わ
れ
が
病
め
る
身
体
を
考
え
？
に
生
命
と
野
姉
た
ち
の
努
力
だ
け
古
記
註
す
る
ば
わ
い
よ
り
も
諮
恥
に
多
く
の
秩
序
と
開
校
さ
を
も
っ
て
、

ユ
只
ト
ゥ
ス
・
メ

l
ザ

1
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て

pq 
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ユ
ス
ト
ゥ
ス
＠
メ
l
ザ
ー
の
政
治
的
際
心
に
づ
い
て

四
回

間
民
性
の
起
原
＠
霊
長
な
よ
び
さ
ま
ざ
ま
の
事
情
そ
も
、
あ
ら
ゆ
る
綿
花
化
の
う
ち
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
斗
メ
I
ザ
ー
に
上
れ
ば
、

ド
イ
ツ
史
ど
と
の
よ
う
に
観
察
す
る
と
、
そ

国ハ
J

の
時
期
に
大
別
さ
れ
、
最
初
の
時
削
が
賞
金
時
代
と
呼
ば
れ
て
、

メ

キl
ソ

し

て
や
ま
ね
国
一
想
的
な
時
代
で
あ
っ
た
。
そ
と
な
は
自
問
弁
屋
敷
と
の
所
有
者
た
る
男
子
が

に
凶
防
の
任
ど
負
う
者
な
わ
っ
て
、
そ
の
京
味
に

ち
ゆ
い
て
、
フ
ェ
ー
ル
ハ
点
、
a
何日
M

与
す
な
む
ち
国
防
館
賞
者
と
呼
ば
れ
、
そ
ひ

は
ヴ
ェ
ー
ル
グ

I
ト
つ
山
1
0
3
「
ね
え
）
と
一
掃
さ
れ
寸
心
。
コ
X

入山ノ

プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」

O
本
文
中
に
も
拭
一
べ
て
い
る
と
公
り
、
ヴ
ェ
ー
ル
は
防
衛
（
巧
mLM
円
・
ゆ
）
か
ら
来
た
も
の
で
、

ラ一一アン
d
M
J
山
円
、
プ
シ
グ
H
H

サ

ク
ゾ
ン
語
の
ど

p
o円
、
ゴ
l
ト
語
の

Jvp町
と
同
系
で
あ
る
引
、
こ
う
し
た
原
一
誌
は
失
か
れ
て
、

ラ
一
ア
シ
語
。
ユ
円

の
す
べ
て
に
用

い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
の
防
衛
義
務
を
栄
一
9

た
日
り
に
は
、
な
に
び
と
に
り
と
も
何
一
位
左
自
分
の
代
り
に
現
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
こ
の
義
務
は
同
時
に
ま
た
非
常
な
名
琴
、
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、

一
七
六
七
年
四
月
五
日
の
一
一
コ
一
フ
l
イ
I

伊
し
ふ
l

品、
t
l
t
 

寸
土
地
所
行
者
が
そ
の
畑
か
ら
験
場
巴
出
か
け
、
こ
う
し
た
か
れ
ら
の
義
務
そ
目
分
の
名
春
と
し
て
い
た
時
代
」
と
い

見
え
る
し
、

「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
市
民
」
山
口
げ
す
ん
に
、
「
国
民
の
あ
い
だ
に
は
、
高
き
尖
遜
心
名
春
よ
h
y

ほ
か
に
は
何
も
の
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」

L
c
b
る

の
も
、
こ
の
甘
す
買
を
お
し
て
い
る
。

と
の
よ
う
に
し
て
上
代
ド
イ
ツ
に
な
い
て
は
、
土
地
所
有
者
ポ
同
時
に
兵
士
で
あ
り
。
不
時
に
選
ば
れ
て
司
一
氏
官
の
任
在
来
し
て
い
る
も
の
が

鞍
場
に
出
る
と
き
は
指
持
官
と
な
り
、
平
常
心
司
祭
が
紳
介
J

名
に
な
い
て
会
構
者
と
な
る
。
兵
士
の
封
建
的
な
丘
一
引
べ
も
な
く
、
傭
兵
の
よ
う
な

給
料
も
買
わ
や
、
ひ
た
す
ら
自
分
の
部
隊
の
た
め
に
川
引
い
抜
〈
の
で
あ
，
っ
た
。
そ
れ
で
は
‘
と
う
し
た
上
代
ド
イ

γ
の
兵
制
は
い
か
に
し
て
崩

壊
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
ο

メ
i
ザ
ー
に
よ
れ
ば
‘
と
の

時
代
は
刃

l
ル
大
帝
心
情
世
に
は
な
沿
存
続
し
え
た
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
史
の

第
二
期
は
ル
l
ド
ヴ
ィ
ヒ
敬
h

民
」
服
弱
一
土
心
も
と
に
沿
い
て
徐
々
に
始
ま
っ
た
Q

第
一
期
に
は
、
い
ず
れ
の
防
衛
者
も
封
等
の
資
格
で
あ
り
、
主

人
に
従
う
の
は
奴
僕
だ
け
で
、
平
時
の
司
法
官
も
同
様
者
た
ち
心
指
示
す
る
判
定
を
批
准
す
る
だ
け
で
、
そ
の
よ
う
な
司
法
官
引

に
は
首
H

授
と
し
て
出
陣
す
る
の
で
あ
っ
た
Q

と
と
る
が
ル

l
ド
ヴ
ィ
ヒ
の
時
代
に
な
る
と
‘
王
は
も
と
よ
り
〆
、
地
方
官
た
る
伯
爵
や
司
祭
な
ど
ま
で
に
d
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土
地
を
思
う
ま
ま
に
魔
分
し
て
奴
僕
を
烏
き
、
か
く
て
園
防
負
櫓
者
た
る
土
地
所
有
者
b
L
も
己
れ
の
配
下
と
し
て
奉
仕
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
て

く
る
o

ハ
イ

y
p
ヒ
捕
烏
王
は
佳
時
の
徴
兵
制
度
友
復
興
し
よ
う
と
努
め
た
が
．
オ
ッ
ト

i
大
帝
に
と
っ
て
は
「
自
分
と
と
も
に
ア
ル
ザ
ス
を

越
え
た
騎
士

ο方
官
、
何
ら
O
積
も
支
揃
わ
が
園
土
防
衛
よ
り
ほ
か
に
は
何
ら
の
奉
仕
義
務
を
も
知
ら
ぬ
多
数
の
ヴ
ェ
ー
ル
（
図
防
負
携
者
》

よ
り
も
好
ま
し
か
っ
た
」
の
で
、
徴
兵
制
度
は
「
全
く
摂
侮
さ
れ
、
塵
也
さ
れ
、
光
彩
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
」
第
一
一
一
期
に
い
た
れ
ば
、
封

建
制
度
。
確
立
に
よ
っ
て
、
「
共
同
の
名
同
時
一
は
ほ
と
ん
ど
全
く
消
失
し
、
ひ
と
び
と
は
所
有
擢
（
毘
ぬ

g笹
口
三
〉
と
い
う
も
の
の
名
稀
な
よ

び
そ
の
民
の
償
健
さ
え
失
っ
て
し
ま
う
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

一
七
六
八
年
執
筆
の
「
小
都
市
に
な
け
る
手
工
業

ο表
徴
に
つ
い
て
」
（
「
愛
国
的
幻
想
」
所
載
）
の
な
か
で
は
、
ム
ヘ
都
市
に
巌
倒
さ
れ
て
年

と
と
も
に
減
少
す
る
小
都
市
手
工
業
者
裁
に
つ
い
て
そ
の
原
因
と
封
策
と
が
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
メ
l
ザ
ー
に
よ
る
と
、
そ
の
封
策
と
し
て

は
、
公
民
と
し
て
の
名
血
管
感
を
強
め
る
こ
と
が
肝
要
で
、
ロ
！
？
の
兵
士
は
戦
い
に
あ
た
っ
て
は
鋤
を
す
て
て
創
を
と
り
、
勝
利
を
な
さ
め
る

と
ふ
た
た
び
鋤
を
と
っ
た
。
と
れ
ポ
一
般
の
名
春
感
を
高
め
且
つ
維
持
し
た
ゆ
え
ん
で
あ
っ
て
、
創
と
鋤
と
が
分
離
す
る
や
、
創
の
み
予
算
重

さ
れ
、
鋤
は
恥
・
ポ
ノ
ペ
き
も
の
と
し
て
見
葉
℃
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
様
に
、
連
代
兵
制
。
大
理
革
、
傭
兵
制
度
の
流
行
と
と
も
に
公
民
と
兵
士
と

が
分
離
し
た
た
め
に
、
公
民
白
う
ち
有
能
な
も
の
は
傭
兵
と
な
っ
で
功
を
た
て
‘
立
身
出
世
を
し
よ
う
と
考
え
る
よ
う
に
友
る
。
だ
か
ち
公
民

〈
と
り
わ
け
二

O
歳
か
ら
二
五
歳
ま
で
）
に
制
服
を
着
せ
て
、
ふ
た
た
び
往
時
の
名
陶
器
同
感
を
い
だ
か
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ
、
と
さ
れ
る
。
こ

う
し
て
メ

i
ザ
i
は
諌
言
す
る
、
「
事
態
。
質
化
に
よ
っ
て
百
年
後
に
は
、
園
民
軍
が
至
る
と
こ
ろ
で
主
要
な
制
度
と
左
り
、
わ
刊
日
む
れ
の
現

在
の
組
織
が
つ
づ
く
ば
あ
い
雷
然
消
一
蹴
す
る
は
や

jo
自
由
と
所
有
権
と
を
．
新
た
に
催
立
す
る
で
あ
る
う
と
い
う
こ
と
よ
り
以
上
に
確
賓
な
こ

＆
は
な
い
」
と
a

以
上
見
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
っ
て
、
メ
l
ザ
ー
が
上
代
を
ず
イ
ツ
の
黄
金
時
代
と
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
め
る
芳
、
中
－

世
以
後
に
沿
い
て
ド
イ
ツ
の
繁
柴
の
た
め
に
惜
し
み
で
も
あ
ま
り
あ
る
も
の
は
そ
の
海
上
議
長
の
挫
折
で
あ
っ
た
、
と
さ
れ
あ
。
一
七
六
七
年

執
筆
D

「
そ
れ
で
は
ド
イ
ツ
都
市
は
領
主
の
承
認
を
え
て
ふ
た
た
び
・
商
業
の
た
め
圏
結
す
べ
き
か
」
（
「
愛
国
的
幻
想
」
所
載
〉
と
題
す
る
一
文

ユ
九
ト
ゥ
ス
・
メ

1
ザ
ー
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て

四
五
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ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
メ
1
d
v
l
の
政
治
的
印
刷
心
に
つ
い
て

こ今日、

ド
イ
ツ
が
他
の

に
、
お
ら
十
一
括
ど
有
し
、
貿
易
L
L
故
述
。
治
改
的
位
置
一
乞
い
し
い
め
て
い
る
に
も
か
か

b
ら
夕
、

い化の

治
組
織
」

が
つ
づ
く
恥
ぎ
り
」
ド
イ
ツ
は
貿
易
上
心

み
え
d

沖怖い、

い
℃
い
る
σ

こ
こ
巳

「
現
在

云
々
の
こ
と
ば
が
見
え
る
こ
と
は
、
メ
ー
ザ
ー
が

ぜ〉

U
L

い
だ
い
て
い
た
こ
と
ム
ピ
示
す
も
の
と
し
て

注
目
に
値
し
よ
う
o
さ
ら
に
メ
i
dノ
l
巳
よ
れ
ば
、
「
、
hu
れ
わ
れ
心
祖
先

同
時
数
か
、
ら
キ
リ
ス
ト
敢
に
改
宗
し

:.oJJ 

に
一
一
切
り
大
迎
合

は
禁
じ
ら

し
、
さ
ら
日
に
ま
た
、

一一一一一一
L
v
し
が
一
・
ウ
ォ
ル
ム
ス

bプふ

£） 

tこ

が
説
明
さ
れ
た
Q

こ
う
し
て
ド

イ
ツ
の

2
5
s
ゐ

，
引

F
E，
P

ろ
う
と
し
た
最
初
心

ら
今
日
に
い
た
る
に
な
で
、
一
あ
ら
ゆ
二
八
一
時
代
に
み
な
い
て
、

い一しがる

小
川
が
む

れ
に
反
抗
し
て

の
で
あ
る
。
一
し
か
し
ゃ
「
わ
札
P
れ
心
立
法
者
た
一
一
こ
が
あ
去
り
に

え
て
以
な
ら
ぬ
。
そ
う

で
は
な
く
し
て
切

官〉

イ
貿
易
一
に
以

た
の
で
あ
っ
た
じ
し
か
も
3

は
っ
た
り
で
あ
る
が
B

も
し
遊
山
成
行
z
J
U

と
な
ワ
℃
い
た
ら
、

”
ん
ヨ
一
月
ィ
日
‘
州
市
戸
」
〉
凡

r一
五
γ

ャ

t
一品、
L

'/J斗

し
む
け
れ
ば

な
ら
や
有
限
山
旧
民
の
う
え
で
は
貿
易
心

レ
ー
が
ン
ス
プ
ル
ク
に
は
徴

き
む
ま

々
た
る
土
問
だ
け
叶
存
在
し
、
…
連
合
し
た
い
州
市
や
地
方
国
体
は
、
別
に
一
つ
の
閤
体
ど
な
し
、
か
れ
ソ
て
か

い
ハ
リ
ま
つ
に
だ
な
か
に
ド
イ
ツ
外
の
世
界
に
課
し
た
諸
法
規
を
、
現
に
施
行
し
て
い
ろ
と
と
で
あ
る
う
I
l－
－
と
メ

i
ザ
i

つ
叶
日
ト
〕
U

d
－－

3
 

の
激
烈u、

て
い
る
。

本
稿
。
は
じ
め
に
も
偶
れ
た
よ
う
に
、
ベ

i
グ

l
セ
シ
は
こ
れ
を
も
っ
て
、
メ

i
ザ
ー
が
一
ド
イ
ツ
の
統
一
し
た
ば
お
い
の
釘
外
政
策
的
な

い
ろ
い
ろ
の
可
能
性
」
を
考
え
た
も
心
と
解
し
て
い
る
。
わ
た
く
し
も
ま
た
、
こ
の
文
面
の
う
え
で
は
ハ
シ
ザ
の
貿
易
活
劫
を
論
じ
て
い
て
、

ド
イ
ツ
の
政
治
的
統
一
の
必
要
に
言
及
し
て
い
な
い
け
れ
と
も
、

lp
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
「
領
邦
の
主
権
一
に
た
い
す
る
批
判
と
ド
イ
ツ
分
裂
に

に
い
す
る
楕
憶
と
を
読
み
と
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

五
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u、
る も
と
よ
り
わ
れ
わ
れ
は
、
メ
l
ザ
l
刊
一
時
と
し
て
ド
イ
ツ
弱
体
化
。
主
同
た
る
諮
邦
白
樺
力
な
却
っ
て
謡
枕
す
る
よ
r7
た
こ
と
ば
た
設
し
℃

お
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
の
序
文
に
、
「
か
れ

P
れ
は
円
ド
イ
ツ
丸
一
O
l－
－
小

に
・
だ
い
し
て
、

一
ゐ
沿
い
は
む
し
ろ

－
二
い
？

期

rl) 

で

あ
る
う

i
l

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
書
い
て
い
る
。
け
だ
し

J) 

A

、4
5
A
！
？
J

川

M
K

、

？
E

J
寸ノ

f
じ

的
広
は
一
一
一
う
の
可
能
性

し
か
蔑
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
川
一
は
、
帝
国
官
史
の
一

む
よ
っ
て
制
倒
し
た
ガ
ー
ル
ー
六
一
一

v
u

。
し
か

し
、
と
れ
は
代
々
の

一川一カ

i
ル
の
よ
う
な
一
λ
才
の
所
有
者
で
な
い
か
百
り
、
や
が
て
の

し
て
荒
し
一
二
わ
ら
ト
ル
コ
ム
ロ

ぜ〉
ト

う
な
存
在
に

る
こ
と
は
必
定
で
あ
る
Q

第
二
の
一
斗

は
、
各

i亡

ア｝
L
1
J
Y」

r
t
f
s
 

心

～
ピ
ト
い
川

p
dぜ
る
こ

と

G
Uれ
ど
も
二
〆
｝
れ
ま
た
時
つ
経
過
と
と
も
吃
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
タ
シ
ダ
ン

宣〉

c上

ノ
一
ピ
」
入
J
7」

γ
’C
L／
一
一
ザ

U

ザル

アコう
u

r
〉
三
つ

d

l

，c
f
L
二

G

京
は
、
官
吏
の
担
力
に
封
抗
し
て
新
し
い
帝
国
下
向
の
で
き
る
こ
と
で
あ
る
守
も

そ
う
な
る
と
、
上
ド
イ
ツ

e

一
「
ド
イ
ツ
の

＠

ma制
＠
租
税
制
度
も
こ
と
ご
と
く
こ
れ
ら
の
部
市
川
盟
に
ヰ
斗
ら
れ
ら
こ
と
に
な
ハ
J

て，

盟

し
℃
全
世
界
の
貿
易
ど
確
保
し
、

れ

わ
れ
は
堪
え
切
れ
ま
い
。
か
く
し
て
「
各
々
の
領
邦
君
侯
が
自
己
に
不
一
任
さ
れ
た
帝
国
山
品
を
自
己

ω
区
一
民
と
見
な
し
、
か
れ
ら
の
幸
一
脳
を
臼

己
の
幸
断
主
ず
る
」
純
邦
O
高
櫨
こ
そ
、

残
さ
れ
た
故
高
の
可
能
性
で
あ
ジ
た
、

と
メ

i
ザ
l
は
述
べ
℃
い
る
。
こ
こ
に
か
れ
が
郡
市
同
山
に

つ
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
は
、

上
記
。
「
愛
国
的
幻
恐
」

に
な
け
る
主
張
と
矛
店
ず
る
よ
う
に
思
む
れ
る
。
ま
た
同
じ

に
な
さ
め
ら

れ
た
「
ド
イ
ツ
帝
悩
史
の
新
プ
ラ
ン
へ
の

（
一
七
八

O
年
制
竿
）
に
沿
い
℃
メ

i
サ
ー
は
二
恒
糸
口
帝
国
史
が

に
市

i
九
六
」
品
川
め
る

い
は
国
民
心
起
原
に
玄
で
さ
山
の
ほ
？
て
翠
を
お
こ
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、

な
る
ほ
と
そ
れ
は
初
心
者
川
と
し

τ長
い

k

♂
り
山
次
官
む
也
知
ハ
ご
た
も
の
に
は

7

クシ、、、一
U
J

ア
！
ン
帝
の
公
安
法
（
戸
山
口
仏
片
山
ル
ハ
円
）
か
ら
は
じ
け
心
た
方
が
よ
い
、
と
主

は
こ
の
と
き
か
ら
性
格
4

ゲ
ニ
箆
す
る
か
ら
で
あ
ハ
二
」

メ
ー
ザ
ー
は
こ
の
公
安
誌
に
よ
っ
て
で
き
た
松
山
い
邦

乞

に
し
て
ケ
ザ
ヰ
な

る
迎
合
」
（
ぬ
「
O
曲目ゆ己門戸門｛ぬ
5
c
r
z
c
v
o
c
o民
主
再
丘
町
0
3
）
と
呼
ん
で
い
る
。
反
ぜ
な
ら
、
と
白
一
と
き
ま
で
の
帝
凶
は
、
地
方

の
公
安
訟

ユ
ス
ト
ゥ
ス
・
メ
1
ザ
！
の
政
治
的
関
心
に
ワ

τて

r' 
t; 
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ユ
ス
ト
ウ
ス

a

メ

1
ザ
ー
の
政
治
的
関
心
に
づ
い
て

主T;
ii. 

に
よ
っ
て
互
い
に
濁
立
の
ふ
’
邦
に
分
裂
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
こ
の
ム
人
連
合
に
よ
っ
て
央
通
白
目
的
の
た
め
に
結
合
し
、
共
通
の
帝
凶
裁
判

ヨ
ー

所
な
も
ハ
J

て
治
体
悼
を
扱
い
、
皇
帝
を
そ
の
ふ
日
長
と
し
て
新
ら
し
い
国
次
形
式
ど
生
み
出
し
た
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
ど
こ
れ
に
よ
っ
て
見
る

と
、
メ
l
ザ
ー
は
い
か
に
も
官
時
の
ラ
イ
ヒ
の
組
織
に
淵
足
し
て
い
る
か
の
よ
う
陀
思
む
れ
る
ο
ホ
l
ベ
ル
ク

ハのア
h
J
・
問
。
伊
ぴ
氏
以
じ
が
「
メ

許
む
な
山
で
、
「
メ
i
ザ
i
は
ド
イ
ツ
民
疎
意
識
史
上
に
す
で
に
そ
D
地
位
を
有
し
て
い
る
。
し
か
し
、
か

れ
の
「
地
方
主
義
」
ハ

3
・0
4
山口

N
U
ロ印
E
E〉
は
、
か
れ
の
仕
事
を

E
し
く
許
侵
す
る
こ
と
に
た
い
し
て
、
ま
だ
除
り
に
も
し
ば
し
ば
肪
げ
と
な

司
2

っ
て
い
る
一
と
書
い
て
い
る
の
も
、
メ

i
ザ
！
の
こ
の
よ
う
な
態
度
を
指
す
も
の
で
あ
る
う
E

－

メ
ー
ザ
ー
が
イ
ギ
リ
ス
王
子
を
h

司
教
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
む
よ
う
な
オ
ス
ナ
プ
リ
ユ
ツ
グ
白
相
等
的
人
物
と

i
ザ
i
書
簡
集
」
に
た
い
す
る

し
か
し
な
が
ら
わ
れ
わ
れ
は
、

し
て
、
各
方
面
へ
の
影
響
を
顧
慮
ず
べ
き
立
場
に
わ
担
、
自
分
の
貫
意
乞
充
分
に
吐
蕗
し
え
な
か
っ
た
で
あ
り
つ
う
こ
と
も
、
忘
れ
て
は
な
お
ま

設
3

ぃ
。
こ
の
こ
と
は
、
由
民
奴
問
題
に
か
ん
す
る
一
一
コ
ラ

i
イ
i
宛
書
簡
も
沿
よ
び
「
月
比
図
的
幻
想
」
の
序
文
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
明
、
と

り
わ
け
ド
イ
ツ
の
統
一
と
か
諾
邦
の
到
政
棋
と
か
に
つ
い
て
の
問
題
巴
は
、
き
わ
め
て
慎
一
員
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
う
た
こ
と
は

に
想
像
さ

れ
る
と
こ
ら
で
あ
る
Q

し
に
が
っ
℃
わ
れ
わ
れ
は
、
領
邦
の
主
擢
に
か
ん
す
る
’
t
記
メ

i
ザ
ー
の
こ
と
ば
の
表
面
よ
り
も
、

に
ほ
っ
見
、
ぇ

る
諸
邦
分
裂
へ
の
批
判
こ
そ
、
か
れ
の
長
震
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
に
な
い
で
、

「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
序
文
の
ド
イ
ツ
出
火

の
第
三
期
の
叙
誌
に
、
も
し
ド
イ
ツ
が
貿
易
乞
主
と
し
、
官
時
勃
興
し
て
い
た
強
力
な
都
市
同
盟
示
、
園
曾
（
ラ
イ
ヒ
ス
タ
l
グ
）
に
な
い
て

園
民
的
利
害
μι
大
部
分
調
裁
的
に
決
定
し
、
「
か
く
も
多
数
の
小
さ
な
領
邦

l
lそ
れ
ら
の
一
つ
は
ハ
J

ね
に
他
の
不
利
を
か
え
り
み
ナ
白
邦
の

私
利
を
迫
求
す
ろ

i
ー
へ
の
分
殺
そ
防
い
で
い
た
な
ら
ば
己
ド
イ
ツ
は
幸
一
問
に
な
り
え
た
で
あ
ろ
う
、
と
錨
べ
て
い
る
こ
と
に
わ
れ
わ
れ
は
詰

目
ず
べ
き
で
あ
っ
て
、
す
く
な
く
と
も
メ
l
ザ

i
f一
首
時
の
諸
邦
分
裂
の
欣
態
を
そ
の
ま
ま
巴
品
内
定
す
る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
は
確
貿
で
あ

る。
な
た
「
愛
図
的
幻
想
」
の
諸
績
に
は
、
同
一
テ
！
？
に
つ
い
て
数
枚
。
草
稿
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
か
ら
、
持
一
糸
そ
れ
ら
の
遺
稿
が
整
理
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さ
れ
、
ズ
l
バ
シ
編
の
ヘ
ル
ダ
l
全
集
の
よ
う
応
、
巌
密
な
比
較
校
合
を
含
む
全
集
が
刊
行
さ
れ
た
な
ら
ば
、
ド
イ
ツ
O
政
治
問
題
に
た
い
す

る
か
れ
の
見
解
へ
も
新
ら
し
い
光
り
が
投
ぜ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ
で
は
メ
l
ザ
ー
が
ド
イ
ツ
将
来
の
園
家
組
織
に
つ
い
て

い
か
な
る
考
え
を
い
だ
い
て
い
た
か
、
具
体
的
な
こ
と
は
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
不
完
全
な
宮
全
集
に
よ
っ
て
か
れ
の
新
ド
イ
ツ
園
家
像
を
推

測
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
－
な
ら
ば
、
そ
れ
は
や
は
り
奮
燕
白
ラ
イ
ヒ
を
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
の
、
し
か
し
従
来
白
よ
う
な
設
い
園
家
連
合
で
は

な
く
し
て
、
一
段
と
統
制
カ
あ
る
連
邦
組
織
に
近
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
さ
れ
る
。

い
・
ヂ
れ
に
も
せ
よ
、
わ
れ
わ
れ
は
メ
i
ザ
l
の
郷
土
愛
と
地
方
性
寧
重
と
を
も
っ
て
直
ち
に
か
れ
を
分
立
主
義
者
と
決
め
て
か
か
る
と
と
D

不
嘗
な
ゆ
え
ん
を
知
り
え
た
の
で
あ
る
。
メ
l
ザ
l
は
ド
イ
ツ
の
小
邦
分
立
の
も
た
ら
す
弊
害
を
あ
ま
り
に
も
明
ら
か
に
認
識
し
て
い
た
。
か

れ
の
「
オ
ス
ナ
プ
リ
ュ
ッ
ク
史
」
は
、
あ
く
ま
で
ド
イ
ツ
史
白
一
部
と
し
て
、
否
む
し
ろ
ド
イ
ツ
史
D
核
心
を
つ
き
え
た
と
い
う
強
い
自
信
を

も
っ
て
書
か
れ
た
の
で
あ
り
、
け
っ
し
て
草
な
る
地
方
史
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
か
れ
は
、
「
現
在
。
政
治
組
織
」

D

9
づ
く
か
ぎ
り
、
ド
イ
ツ

の
護
展
は
望
み
が
た
い
と
歎
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
メ
l
ザ
i
が
ド
イ
ツ
の
政
治
的
統
一
に
耳
を
か
そ
ラ
と
し
な
い
頑
迷
な

分
立
主
義
者
・
保
守
主
義
者
で
あ
う
に
と
す
る
エ
ア
H
ス
の
主
張
は
、
メ

1
ザ
！
の
政
治
的
関
心
、
わ
け
て
も
そ
の
ド
イ
ア
的
関
心
の
震
の
意

圃
を
解
し
な
い
も
の
と
い
わ
凪
ば
な
ら
ぬ
。
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品
ス
ト
・
？
ス
・
メ
1
ザ

1
の
政
治
的
関
心
に
つ
い
て
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Jusl:us M9ser 1s Political Interests 

by E Kobayashi 

In ''History of Political Thought in Germany from 1789 to lSHF' (193 

9), R.· Aris asserted that Justus Mc,ser was a typical conservative and 

particularist, and that thc ider. of a politically united Germany appeared 

to him one of the "anaemic generalisatiuns 1' which he hated. \Ve find 

similar opinions in some histo:·ians today. But there are authors who 

think that Moser was too national to neglect the necessity of a gnat 

state of "Deutsche Nation", and so was i;iot such a perfect particularist 

as appeared to Aris and others. (For exzmple : E. I-lolzle, II. M. Peterssen, 

W. Pleister, P. Wiegler, Fr. Meinecke.) It is said that there are preserved 

several manuscripts written to the purpose of "Patriotische Phantasi.~n". 



-2-

Considering his position in Osnabriick and the severity of censorship in 

those days, we can presume that Moser could not express his true opinions 
I 

on the political problems of Germany. A new light, therfore, may be 

projected to M(jser's attitude, if such "Samrntliche Werke" as Herder's 

edited by Suphan (containing different manuscripts in foot-notes; will be 

published. It seems to me, however, even by examining the imperfect 

"Sammtliche Werke" editeri by Abeken, that l\'J:i-i3er, in spite of his famous 

"provincialism", recognized the abuses of particularism and suggested 

implicity the necessisy of political unity (not Staatenbund, but Bundesstaat) 

of Germany. So I cannot agree to Aris. 


	p029
	kobayashi



